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詞林　第58号　2015年10月
はじめに
前
稿（１）
より数稿にわたり、 『源氏物語』に関する季吟の著述
等について概観し、そのうちのいくらかの翻刻を供し、以て季吟の源氏学の再検討を企図しているところである。
前稿では、日本大学総合学術情報センター蔵『古今集并歌
書品々御伝受之書』および『源氏物語微意』
（以下、 『微意』
と称する）
の基礎的研究を行った。
本稿では、前稿の補足を行うとともに、季吟周辺の『源氏
物語』関連書について、個別具体的な調査報告と考察を行うこととする。
一
　『十如是和歌集』について
まずは前稿の補足として、 『十如是和歌集』の新出伝本の
報告を行う。 『十如是和歌集』は、 『古今集并歌書品々御伝受之書』の一部である日本大学
本（２）
（以下、日大本と称する）
以外
に伝本が知られていなかったが、佐々木孝浩氏
（３）
が日大本以前
の形態を留める伝本
（以下、佐々木本と称する）
を所蔵されて
おり、稿者は幸いに調査の機会を得た。以下に書誌を記す。佐々木孝浩氏蔵。写本。楮紙袋綴。一冊。縦二十三・三糎×横十八・二糎。黄土色無地包み表紙。打付書「為尹卿千首和歌題抄〈全〉 」
（左肩）
。内題「為尹卿千首和歌題抄」 。墨付丁数、
14丁。遊紙、前
1丁。一面概ね十行書、一行十九字程度。
注記を比較すると、佐々木本には頭注が多く、その頭注の
一部が日大本で本文化している。佐々木 を訂正増補したものが日大本であるといえよう。
佐々木本の奥書は以下の通りであり、本文と同筆である。
元禄元年十月五日依冷泉中将〈為綱朝臣〉／御所望抄出于新玉津嶋菊籬下畢／仙洞御月次和哥冷泉中将出題即此
北村季吟 源氏学（二）
――附・日本大学総合学術情報センター蔵『源氏物語微意
　
中』翻刻――
　　　　　　　
宮川
　
真弥
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／千首之題也依之令考之去三日被仰／渡於今出河之亭者也元禄癸酉のとし
（稿者注：六年）
此一巻北村氏正立より
／かり得て書写之者也／臘月七日
　
勝尹
日大本と比較すると、佐々木本は元禄元年
（一六八八）
の
奥書末尾の小書「彼本陸奥紙小本」と季吟の署名、および元禄二年閏正月六日と元禄十五年の季吟奥書を欠く。
佐々木本が元禄二年奥書を有さないことと、日大本の元禄
二年奥書
（４）
に 「聊か前後損益」 があると記すこととにより、 佐々
木本から日大本への改訂は元禄二年奥書追加の時点で行われたと推定される。
そうすると、なぜ改訂後の日大本ではなく、改訂前の佐々
木本を季吟の次男・正立が所持していたのかが問題となる。
季吟と長男・湖春が江戸に召され、京を発ったのは元禄二
年十二月十日のことである
（５）
。当時、大坂にいた正立は、季吟
の指示により同月八日に上京している
（６）
。 『北村季任聞書
（７）
』 の 「家
伝切紙
　
三鳥之口伝」奥書には、 「右師伝之趣授
二―
与正立生
一
者也。明十日東行／之節依
レ無
二寸障
一而使
二正立生書写
一以加
二奥書
一而已。／元禄二年十二月九日
　
北村季吟〈朱印〉 」と
あり、出立間際の九日に季吟から正立へと「三鳥之口伝」が伝えられていることを見ても、怱卒の間の引き継ぎであった
のであろう。改めて書写をする暇もなく、改訂後の『十如是和歌集』は季吟が江戸へ持ち、改訂前のものは京に残る正立に付与されたのではないだろうか。なお、書名が『為尹卿千首和歌題抄』から『十如是和歌集』へと改められた時期 ついては未詳である。
また、佐々木本の元禄六年
（癸酉）
の勝尹奥書に、正立か
ら借りて書写したと ことには注意を要する。 『微意』が季吟から正立に送られた際の書状
（８）
には「必々よみ聞せ候而、
写させ候事有間敷候」とあった この扱いの差を見るに、 『十如是和歌集』については、柳沢吉保に付与する以前には伝授書としていなかったので ないかとの前稿の推定が補強されよう。なお、勝尹
（９）
については未詳である。日大本と佐々木本
との詳細な比較については、本稿の趣旨からやや逸れるため、別稿を期したい。
二
　『湖月抄』の年立に関する「一説」について
ついで、本稿末尾に翻刻した『微意』中巻
）（（
（
における、年立
に関する注目すべき記述について取り上げる。『源氏物語』の年立では一条兼良の旧年立と本居宣長の新年立が著名である。この二者の間で乙女巻と玉鬘巻との接続の捉え方に相違があることはよく知られ る。旧年立が玉鬘巻を乙女巻第三年の翌年と見るのに対して 新年立は同年のことと見るのである。そして、新年立の見解が既に『湖月
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抄』に示されていたこともまた知られるところであ
る
）（（
（
。 『湖
月抄』玉鬘巻の端書をやや長文ではあるが引用しよう。
〈花〉此巻は乙女
ノ
巻に次第をたてば、六条院卅五歳の
三月より十二月ま
で（ママ）
事をいへるなり。 〈源氏君の年数諸
抄如
レ此〉 。
愚案
ルニ
一説
ニ
云
ク、此巻の源氏の
年ネンレイ
齢
卅四歳の九月より
十二月までの事あり。乙女
ノ
巻に卅四歳の八月に六条院
移ワタマシ
徒の沙汰ありし、其次の九月なるべし。其故は此巻に
三月よりの沙汰あるは、玉
タマカヅラ
鬘の君、つくしにての事にて、
源氏
ノ
君の年齢にはかぞふべきにあらず。只此巻に右近
初瀬にて玉鬘の君にめぐりあひて、源氏の君に申せし所に、 「〽
かく云は九月の事なりける」と云よりを、源氏
の年月にはかぞふべきにや。然
シカレ
ば乙女の巻に秋好の中宮
より、紫の上へつかはされし紅葉のかへ ごとある胡
コ
蝶テフ
の巻、翌
ヨクネン
年源氏卅五歳の春にあたり侍るにや。
問、玉鬘
カツラ
の巻、源氏卅四歳、六条院うつりの年の九月と
ならば、乙女 巻に明石のうへは、かの巻のすゑに神無月に六条院にわたり給へるよしみえたり。しかるに此巻に源氏
ノ
君、夕顔上 事を
宣ノタマ
ふ所に、 「〽
北の町にもの
する人のなみにはなどかみざらまし」との給へり。此巻、源氏卅四歳の九月といはゞ、いまだ明石の上、六条院にうつり給はぬ已前なるべし。しかるに、かく北 町とう
ちまかせての給はん事、如何。答、明石
ノ
上、北の町におはすべき事は、乙女の巻に、
四まちつくり給ふ時より
既スデ
に明石
ノ
上の御かたと定て、
「〽
われはがほなるはゝそはら」などあり。然ばいまだ
わたり給はぬ已前にも、北の町とうちまかせての給ん事、さもあるべし。問、此巻を源氏卅四歳といはゞ、若菜の巻の上、源氏四十の御賀の年数にあはせん事、如何。答、真木柱の 、諸抄には源氏卅七歳より卅八歳 十一月までといへり。しかれども 玉鬘 男子をうみたまへる十一月の事過て末に 「〽
秋の夕のたゞならぬに」と
いふ詞あり。此詞一年をくはへたるものにや。しからば此説にしたがはゞ、真木柱の巻は源氏卅六七八歳三年事籠りて、諸抄の説に一年おほ て、わかな 上 源の四十の賀年数相異なきなるべし。猶哲人の明弁を待而已
）（（
（
。
（ 『湖月抄』玉鬘巻、端書、
1丁オ～
2丁オ）
このように『湖月抄』の「一説」は、新年立同様、玉鬘巻
を乙女巻第三年の同年とする。そのために生じた旧年立との一年のずれを、 『湖月抄』の「一説」は真木柱巻の末に一年を加えることによって、新 立は帚木巻から乙女巻までを一年ずつ繰り上げることによって、それぞれ解決したのである。
さて、ここで問題にしたいのは、 『湖月抄』で「 〈愚按〉彼
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の一説のごとくならば卅五歳歟」
（蛍巻、端書、
1丁ウ）
、 「 〈愚
按〉彼一説の義によらば源氏卅六歳なるべし」
（藤袴巻、端書、
1丁ウ）
のごとく言及される、この「一説」の出処である。 『湖
月抄』玉鬘巻の端書で「一説
ニ
云
ク」と記すことや他の箇所
で「彼一説にしたがはゞ」
（行幸巻、端書、
1丁ウ）
な
ど
）（（
（
と記
すことからは、先行諸注からの引用や何人かの講釈によるものとも考えられる
）（（
（
ため、宣長や先行研究は、 『湖月抄』の「一
説」では、 慎重に扱ってきた
）（（
（
。ここで『微意』中巻、乙女
巻の注記
181に目を転じると、この「一説」が季吟説であった
ことが判然と るのである。
おとゝ此紅葉の御せうそこいとねたけなめり。春の花盛に此御いらへは聞え給へ。
是、来春の花ざかりに此返報はあるべしと也。是、光君卅四歳の九月也。来春卅五歳の三月にこそ此御いらへあるべきを、諸抄にあやまりて卅六歳の春とす。何ゆへにかくはげまし給ふ御いらへの一年を隔つべき。湖月抄にはじめてこの明る年の源氏君卅五歳の三月なるよしを一説にしるせり。是則正説と用ゆべし。
傍線部「湖月抄にはじめて」 「一説にしるせり」とあり、
季吟自身が玉鬘巻端書の「一説」を独自の説と認識していた
）（（
（
ことが明らかである。また、 『微意』中巻、玉鬘巻冒頭の注
記
182には以下のごとく記される。
花鳥餘情云、此巻は乙女巻に次第をたてば、六条院卅五歳の三月より十二月までの事をいへる也〈云／々〉 。是御誤りなるべし。 の源氏の年齢、卅四歳の九月より十二月までの事あり。乙女巻に卅四歳の八月に六条院移徒の沙汰有し、其次の九月よりなるべし。猶湖月抄に委ければ略
レ之。
〔後略〕
前掲の『湖月抄』玉鬘巻の端書とは、注記の態度が異なる
ことが理解されよう。他にも『微意』真木柱巻の冒頭には「卅八歳の秋までの事有と心得べし。諸抄の義不用之」
（中巻、注
記
255）
とあるのに対して、 『湖月抄』真木柱巻の端書では以
下のごとく『細流抄』と「彼一説」との併記にとどめている。
〈細〉源三十七の十月より三十八の秋までの事あり。但末に十一月にいとおかしきちごをさへいだき給ふとあれば十一月までの事あるか。 〈孟同義〉〈愚案〉彼一説の義によらば此巻源氏卅六歳の十月より卅七歳の までの事をかきてさて其後に秋の夕のたゞならぬにと書たるに一年をくはへ 卅八歳の秋までといふべし。
	
（ 『湖月抄』真木柱巻、端書、
1丁ウ）
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『湖月抄』はこのような抑制的な態度と諸注集成的性格とによって、物足りないと評されることがしばしばある。しかし、 『微意』と『湖月抄』の注記の態度の差を見るに、それは季吟の能力の限界によるのではなく、 『湖月抄』の方法ゆえであると改めて認識され べきではないだろうか。なお、 『湖月抄』では以下のごとく、師説の肩付の後に、 「一
説」の肩付を付して師説と対立す 説を記す場合もある。このような「一説」については 今後、季吟説である可能性をも考慮すべきであろう。
人げなきありさまを〈師〉空蝉の身を卑下して我かく人げなきさまをうちとけまみえまいらせんもあぢきなくと也。 〈一説〉主定りたる身の又源氏にあはん事貞女の道ならねば人げなきありさ となり。
	 （ 『湖月抄』帚木巻、
48丁オ、頭注）
三
　
季吟と『源語秘訣』
続いて、季吟の関与が認められる『源語秘訣』について取
り扱う。ただし、既に旧稿
）（（
（
に触れるところであるため、本稿
では略述にとどめたい。詳細は旧稿を参照されたい。
稿者は、伝季吟筆『源語秘訣』について、無窮会所蔵本
）（（
（
と
九州大学附属図書館所蔵本
）（（
（
の所在を把握している
）（（
（
。また、湖
春筆『源語秘訣
）（（
（
』が東海大学付属図書館桃園文庫に蔵されて
いる。
それら三本に共通する季吟奥書には「右一冊者以
二
如庵宗
乾
伝受之本
一令
二書写
一畢
　
寛永十九年十月中旬
　
拾穂（稿者
注：季吟） 」とある。傍線部「如庵宗乾」は、 『湖月抄』 「凡例」に記される季吟の源氏学の師「箕形 」と同一人物と考えられる。また、秦宗巴『徒然草寿命院抄』の刊記「慶長九暦閼逢執除姑洗良辰／日東
　
洛陽
　
如庵〈宗乾〉刊行」など
）（（
（
に
見える開版者「如庵宗乾」とも同一人物と推定される。なおこの開版者「如庵宗 」は医師で ろうと推定されている
）（（
（
。
さらに、秦宗巴と季吟は姻戚関係にあったとされる。かつ、
秦宗巴と季吟の祖父・宗龍はともに曲直瀬一渓
（初代道三）
門下であり、ほぼ同年代である。
以上のことにより、北村家と秦宗巴、如庵宗乾らによる医
師の交流圏が想定される。
ここで、 『徒然草寿命院抄』の跋文を中院通勝が記してい
ること
）（（
（
と、中院通勝『岷江入楚』を季吟が『湖月抄』で用い、
『微意』で参照していること
）（（
（
とを併せ考えると、 『岷江入楚』
入手の経路や使用するに至る経緯もこれ の交流圏に由来する可能性を指摘できよう。これらの交流圏が季吟に与え 影響については今後の講究が求められる。
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四
　『源氏物語忍草』について
本章では、季吟周辺の『源氏物語』関連書として、 『源氏
物語忍草
）（（
（
』の伝本を報告する
）（（
（
。まずは書誌を記す。
洲本市立洲本図書館蔵、柴野栗山旧蔵。写本。楮紙袋綴。四冊。縦二七・八糎×横一九・〇糎。栗皮色無地表紙、打付書「示蒙源語略」
（左肩）
、貼紙「函三八号／集門二三号／一部
四冊／示蒙源語略／津名郡教育会」
（中央上部）
。各冊四つ目
綴じの三つ目の綴じ穴の右下にそれぞれ「春
（夏・秋・冬）
」
と記される。第一冊目表紙 み、右下に貼紙 奎」 、中央に白墨で「源氏物語／ 指導書」とあり。墨付丁数、第一
77丁、第二冊
68丁、第三冊
70丁、第四冊
75
丁。遊紙ナシ。一面概ね九行書、一行二十～二十二字程度。各冊、巻頭に巻名目録を付す 内訳は第一冊・桐壺～関屋巻、第二冊・絵合～藤裏葉巻、第三冊・若菜～紅梅巻、第四冊・橋姫～夢浮橋 。印記、各冊に「柴邦彦図書後／帰阿波国文庫／別蔵于江戸雀林／荘之万巻楼」
（陽文朱方印）
、 「柴氏家／蔵図書」
（陽文朱長
方印）
。
奥書「此よつのときにわかてる巻は／拾穂軒季吟翁のわらはへの／見やすからんため とてかきて／おのれにおくれる也／元禄のすゑのとし
　
広澄」 。
洲本図書館本は、正宗文庫
本
）（（
（
（伝季吟筆）
を祖本とする臨
模本であり、正宗文庫本が第四冊のみの零本であるのに対し、完本であることに価値が認められる。洲本図書館本第四冊は、正宗文庫 と字詰や仮名の字母まで共通するが、正宗文庫本の扉にあたる部分を欠く。なお、正宗文庫本において本文と奥書とが別筆であるのに対し、洲本図書館本は同筆であることも、正宗文庫 が洲本図書館本の祖本であることの傍証となる。
正宗文庫本については、影印と海野圭介氏による解題が備
わる
）（（
（
ため、以下、本稿では略述にとどめる。
正宗文庫本は、刊本などに見られる跋文の末尾の二首の和
歌を欠き、 「拾穂軒」 、すなわち季吟 号が記される。加えて、前記「広澄」 、すなわち住吉具慶の奥書を有し 「住吉／絵所」の蔵書印が捺されてい 季吟周辺から住吉具慶 送られた
）（（
（
ものと考えられ、奥書の解釈によっては『源氏物語忍草』の作者や成立に検討の余地を生じさせうる
）（（
（
重要な伝本である。
ただし、第四冊のみの零本である
）（（
（
ため、他本との比較に制限
があった。臨模本である洲本図書館本の出現によって、一定程度、その欠を補いうるだろう。
最後に洲本図書館本の伝来について一言しておこう。洲本
図書館本は 住吉広行によって柴野栗山へと伝えられた伝本である蓋然性 高い。両者には、共著『寺社宝物展閲目録』がある。同書は寛政四年
（一七九二）
、柴野栗山・住吉広行が
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幕命によって、山城国・大和国の寺社を調査した宝物目録であり、屋代弘賢『道の幸』にもその調査の様子が伝えられている。そのような関わりによって、住吉家に伝わる『源氏語忍草』を栗山が手にする機会が生じた だと考えられる。
終わりに
本稿では、 『十如是和歌集』 『源氏物語忍草』の新出伝本の
報告、 『微意』の記述による『湖月抄』における年立に関する「一説」が季吟説であることの証明、 『源語秘訣』の季吟奥書によって推定される季吟周辺 交流圏についての論述を行った。
次稿では、 『微意』全巻の翻刻が出揃うため、それらを踏
まえて、季吟の源氏学の一端に言及したい。注（１）拙稿「北村季吟の源氏学（一）――附・日本大学総合学術情
報センター蔵『源氏物語微意
　
上』翻刻――」 （ 『詞林』第
57号、
平
27・
4） 。以下、本稿における「前稿」は同稿を指す。なお、
前稿に以下の誤りがあった。お詫びして訂正する。
54頁上段
1行
目、誤：此十首之題也、正：此千首之題也。
54頁上段
5行目、誤：
実葉卿、正 実業卿。
（２）請求記号：
911.104/K
i.68/9 。辻勝美・那須陽一郎「日本大学
所蔵『十如是和歌集』について――翻刻紹介・付初句索引――」（ 『語文』 （日本大学） 、第
123輯、平
17・
12） 、ならびに前稿を参照
されたい。
（３）現職は慶應義塾大学附属研究所斯道文庫教授。（４）元禄二年奥書全文を以下に示す。 「元禄二年正月十五日依
二
清
水谷黄門〈実業卿〉／御所望之旨
一
重馳
二
禿筆於新玉津嶋之梅花
／下
一。聊有
二
前後損益
一
者也。 〈此本蝋地鳥子八半之小本〉 。／同
年閏正月六日
　
七松処士」 。なお、この奥書に関連する記述として、
季吟「新玉津島後記
　
元禄二年二月七日」 （ 『道のさかへ』 ）に、 「元
禄二年閏正月十五 、清水谷中納言〈実業卿〉の亭にて、詩歌の会に、神祇／たのむぞよ玉津島江のもくづをも／ふかきめぐみのかずにもらすな」 （現物未見。以下、 『道のさかへ』の引用は『道の栄』 （北村季吟大人遺著刊行会、昭
37・
9）による。
39～
40頁）
とある。
（５）季吟「橋柱の文台の記」 （ 『道のさかへ』 ）に、 「元禄二年しは
すの十日、江戸にまうづるかどですとて つとめて御社にまいりて、まかりまうしする 砌の松に雪おもしろく降にければ／出てゆく名残をいとどおしめとや／玉津しまわの松のしら雪」 （
56
頁）とある。
（６）野村貴次「第四章
　
継ぐべかりし人正立」 『北村季吟古注釈集
成解説
　
季吟本への道のり』 （新典社、昭
58・
3、北村季吟古註
釈集成別
1）に詳しい。
（７）無窮会蔵、平沼文庫、請求記号：二一〇五九。正立の古今伝
授の日時の問題にも触れているため 詳しくは前稿注（
10）を参
照されたい。
（８） 「北村季吟書簡：北 正立宛」 （早稲田大学図書館蔵、 請求記号：
チ
06	03890	0029	0002 ） 。元禄八年五月十二日の書簡である。前稿
40～
41頁を参照されたい。
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（９）林述斎『新訂寛政重修諸家譜』に見える「勝尹」のうち、生
没年からは内藤勝尹が該当しうるが、元禄六年には十一歳であり、かつ正立との関わりの有無も判然としない。未詳としておきたい。
（
10）なお、 『微意』中巻には、既に題簽があるにもかかわらず、 「源氏物語微意
　
中」と記す題簽様の紙片が中途に挟み込まれている。
この事象の意味するところについて現時点では不詳とせざるをえない。諸賢の御教示を賜りたい。
（
11）一例を挙げると、稲賀敬二「第二節
　
源氏小鑑の類本と成立」
『源氏物語の研究
　
成立と伝流
　
補訂版』 （笠間書院、初版昭
42・
9、補訂版昭
58・
10）に、
（稿者注： 『源氏小鑑』百十首本系統の伝本に）少女巻の「心から」の歌の返事が「そのつぎの春」に来たと書いているのは、注目してよい事である。花鳥余情は少女巻について「源氏君三十二歳 三月より三十四 十月までの事」と云い、玉鬘巻を「六条院三十五歳の三月より十二月までの事をいへる也」とする。花鳥余情の考え方でゆけば、胡蝶巻を含む初音巻以下は、玉鬘巻の翌年、すなわち源氏三 六歳の事となり、少女巻で詠まれた歌の返歌 「花ぞ の」 は、 一年へだてて翌々年に詠まれたこととなる。こうなるとこ 贈答はまことに間のぬけたものとなってしまう。湖月抄は玉鬘巻について、
愚案、一説云、此巻の源氏の年齢三十四歳の九月より十二（ママ）
までの事あり
と云っているが、宣長の「玉の小櫛」は湖月抄の一説など全く無視して、花鳥余情 年立に代表される立場を「諸抄とよんで、その欠陥を指摘している。
この少女・玉鬘・胡蝶のつづき方から云えば、湖月抄・宣
長の云う通りであって、花鳥余情の兼良の説は、贈答の間に三年を要する点で不充分である。しかし同時に花鳥余情以前から、小鑑に見えるような、少女巻末年 翌年を胡蝶巻と次でする年立の考え方があった事は、右の小鑑の引用文から知りえよう。小鑑 資料的価値を示す一例と申せよう。 （
228頁）
と指摘されるごとくである。（
12） 『湖月抄』の引用に際しては、 『源氏物語湖月抄』 （新典社、昭52・
7～
53・
7、北村季吟古註釈集成
7～
17）を用いた。同書の
底本は早印本ではあるが、一部に野村氏の操作が加わるため、他の伝本も適宜参照し、異同のないことを確認している。以下、同様である。
（
13） 『湖月抄』では年立に関する記述として、 「源氏物語年立
　
上」
25丁オ・
25丁ウ・
29丁オ・
31丁オ・
31丁ウの頭注、初音・胡蝶・
蛍・常夏・篝火・野分・行幸・藤袴・真木柱巻の端書、玉鬘巻
26
丁ウ～
27丁オの頭注「かくいふはなか月の事也けり」 、真木柱巻
39丁ウの頭注「其年の十一月に」 、同巻
40丁ウ～
41丁オの頭注「秋
の夕のたゝならぬに」において、 「一説」に関する言及が見える。
（
14）以下、 『湖月抄』における「一説」の用法を確認する。
ほのめかす
只今とはれまいらせてたのむ心も又物思ひもそふ故に思むすぼゝれぬると也。 霜はむすぼゝるゝといはん縁語也。 〈細〉なかばはとあるを源と小将との事を思むすぼゝるると云説あり、いかゞ。たゞ驚かし給ふによりて過半はしほるゝと云なるべし。又一説〈孟〉荻が返しうらみ申心也。
（ 『湖月抄』夕顔巻、
49丁オ、頭注）
ここでは、 『細流抄』の肩付の引用「たゞ驚かし給ふによりて」
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の後に、 「又一説」として対立する『孟津抄』の説を引いている。これにより、先行諸注を引用する際の「別の説」という意味でも「一説」を用いていることが確認できる。
とくまいり給はん事を〈師〉若宮を具しまいらせて母君にとく参内し給へとそゝのかす也。一説〈抄〉光君をとく内へまいらせ給へと也。
（ 『湖月抄』桐壺巻、
15丁ウ、頭注）
これも同様に対立する説を「一説」として示す例である。ここ
では「師説」と対立する説を示している。他に、以下のごとく、 「愚案」や師説に「一説」を含む例も見受けられる。
ことつひきひう〈細〉ことつひは源のかきならし給ふ躰をいへり。花鳥に見えたり。きびうは心得ざる也。いかさまうつくしきかたち也。 〈哢〉花鳥に委。ことつきなどいふ詞あり。琴の躰也。〈花〉
狛コマ
氏十巻抄云、ことつき、事粒、ことさい、三説あり。
つきは人のかほつき也。つび 其姿顔つぼみたる物から物々しくけ高く
濃コマヤカ
にあひたる心也。 〈下略〉 。 〈河〉ことつ
びは其すがた也。 〈愚按 河花 事の字の一説あり。今細
ノ
御説琴の義なれば事の義不
レ用。 〔後略〕
（ 『湖月抄』常夏巻、
9丁ウ～
10丁オ、頭注）
さらにことなく〈細〉ことなくは
無ナク
レ
事コト
也。難なく沙汰せよと也。 〈孟〉葬
礼の事を取つくろへとの給へど、何か事 ゛々しくすべきぞ、我に任せられよと惟光が申也。 〈師〉細孟如
レ
此。但一説、
更に事なくしなせ は、更にことがまし らず、ひそかしなせと也。さやうにはの給へど、惟光が御前を立を御覧
じて忍びかねてみづからも出だち給ふとの儀也。
（ 『湖月抄』夕顔巻、
37丁ウ、頭注）
（
15）高橋和夫「源氏物語年紀攷」 『源氏物語の主題と構想』 （桜楓社、初版昭
41・
2、 三版昭
55・
10。 初出、 『群馬大学紀要
　
人文科学篇』
第
8巻第
12号、昭
34・
6）のように、 「旧年立一説」や「湖月抄
に引用する「一説」 」として、 『湖月抄』の「一説」を旧年立の一部とする例もある。
（
16）大朝雄二「第一章
　
並びの巻攷」 『源氏物語正篇の研究』 （桜
楓社、昭
50・
10。初出、紫式部学会編『源氏物語研究と資料――
古代文学論叢第一輯――』 （武蔵野書院、昭
44・
6） ）では、 『河
海抄』の伝本によっては「少女巻末と玉鬘巻とが同年の記事と理解する読み方のさきがけが河海抄であった （
39頁）と解しうる
とする。また、注（
11）のごとく、 「花鳥余情以前から、小鑑に
見えるような、少女巻末年の翌年を胡蝶巻と次でする年立の考え方があった」との指摘もある。しかし、ここでは季吟自身が自説を如何に捉えていたかを焦点としたい。
（
17）拙稿「伝北村季吟筆『源語秘訣』と箕形如庵宗乾」 （ 『語文』 （大阪大学）第
104輯、平
27・
6） 。
（
18）無窮会蔵、平沼文庫。整理番号：二一二六四。詳しくは注
（
17）の拙稿を参照されたい。
（
19）九州大学附属図書館蔵。請求記号：五四五／ケ／三一。詳しくは注（
17）の拙稿を参照されたい。
（
20） 「北村家現存遺物目録」 （祇王小学校 北村季吟』 （昭
30・
3）
による）には、 「一、源語秘訣
　
一冊
　
同（稿者注：季吟自筆） 」
（
132頁）とあり、昭和三十年頃には季吟自筆『源語秘訣』が北村
家に伝存していたようであるが、稿者は所在を確認できていない。
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（
21）東海大学付属図書館桃園文庫蔵湖春筆本。整理番号：桃九―八一。詳しくは注（
17）の拙稿を参照されたい。
以下、湖春筆本について、注（
17）の拙稿の補足を行いたい。
湖春筆本は、桐壺巻の注記の「又一義云延喜七年法曹の勘状に
職制律の【ちやくふくすへき人の喪を聞てかくして挙哀せすは徒罪以下といふは職制律の】文を見るに」 （本文は無窮会本に従う）において、 【】内を欠く。これは「職制律の」間の目移りによる誤脱と推定される。このことから 、湖春筆本 親本において、二つの「職制律の」が一行を跨いで隣接していたとも想定しうる。その場合、湖春筆本の親本 行十七～十八字と考えられ、無窮会本や九大本とは異なる可能性も生じるが、確証はないため、指摘にとどめておきたい。なお、無窮会本 九大本では「又一義／云延喜七年法曹の勘状に職制律／（改丁）のちやくふくすへき人の喪を聞てかくし ／挙哀せすは徒罪以下といふは職制律の文／を見るに」のごとく改行されて る。
また、稿者は注（
17）の拙稿において、湖春筆本の湖春による
署名と花押の影印を掲載し、 「稿者 該書 他に、湖春 花押の存在を知らない」と記した。そ 後、 「北村季吟・北村湖春書簡：内藤寿軒・乙部勘右衛門宛」 （早稲田大学図書館蔵 請求記号：チ
06	03890	0029	0005 ）に同種の湖春 花押を見出したため、湖
春筆本の花押が湖春のも であると確認しえたことを、ここ 報告する。
なお、湖春筆本は、奥書にも記されるとおり、湖春から内海直
重に伝えた伝本である。内海直重に関連す 記述と て 「新玉津島後記
　
元禄二年二月七日」 （ 『道のさかへ』 ）に、 「内海直重が
もとにて、湖春、春暁月といふことをよみし 語りける翌朝に
とくおきいでゝ、新玉津島の木のまの月の面白きをみて、彼題を思出て／春はいまひと夜ふたよをしばし猶／かすみてのこれありあけの月」 （
42頁）とあることを記して、旧稿の補足を終えたい。
（
22）そのほか、文禄五年（一五九七）刊『証類本草序例』や慶長四年（一五九九）刊『元亨釈書』の刊記にもその名が見える。なお、いずれも古活字版である。
（
23）川瀬一馬『増補古活字版之研究』 （日本古書籍商協会、昭
42・
12） 、
330頁。同書のほか、同「徒然草寿命院抄解説」 『徒然草寿命
院抄』 （松雲堂書店、昭
6・
6）なども参照されたい。
（
24） 『徒然草寿命院抄』と中院通勝との関わりについては、小秋元段「 『徒然草寿命院抄』写本考」 （佐藤道生・高田信敬・中川博夫編『これからの国文学研究のために――池田利夫追悼論集――』
（笠間書院、平
26・
10） ）などに言及がある。
（
25）松本大「 『湖月抄』の注記編集方法――『岷江入楚 利用と『河海抄』引用について――」 『詞林 第
54号、平
25・
10） 、ならび
に前稿
45～
46頁を参照されたい。
（
26） 『源氏物語忍草』の諸本については、中西健治編著 源氏物語忍草の研究
　
本文・校異編
　
論考編』 （和泉書院、平
23・
1）が
詳しい。
（
27）該書の所在について、勢田道生氏のご教示を賜った。記して謝意を表 たい。
（
28）実物未見。後述する注（
29）の影印で確認した。正宗文庫調
査班「正宗文庫目録（五十音順、典籍編） 」 （ 『調査研究報告』 （国文学研究資料館）第
29号、平
21・
3）には、書名： 〔源氏物語梗
概書〕 、配架位置：下一・オ八、仮番：
28とされている。
（
29）財団法人正宗文庫・国文学研究資料館・ノートルダム清心女
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子大学編『源氏物語中の人々・河海并花鳥余情抄出（中・下） ・源氏物語忍草（冬） 』 （武蔵野書院、平
25・
2、正宗敦夫収集善本
叢書第Ⅰ期第六巻） 。
（
30）季吟と具慶との関わりについては、朝岡興禎『古画備考』 （嘉永三年（一八五〇）起筆。引用は『古画備考』 （思文閣、明
37・
6）による）の「三十四
　
住吉家」 （嘉永四年六月八日起筆）に
以下の記述がある。
住吉具慶、 〈七十五ニテ死、先桂舟話、 〉○季吟ト具慶ト、京ヨリ召出サレシコト、三王外記憲王ノ所ニアリ、○或人物語、元禄の比 住吉氏に、源氏物語の絵を命ぜらる、仰に其方存寄に叶る達人と、相談いたし、認候様にとの事也、此時北村季吟を吹挙し、京都へ申遣呼下候、五百石を下さる、其節季吟より、源氏総帖の和解を書置る一軸を 住吉におくる、尤自筆也、又宗丹の水さしを送る、右の謝礼なるべし、住吉氏右の一軸を秘して、他見をゆるさず、予が友人鈴木氏、虫干の時 見得たりと語りし、此事を田安殿御聞及、御所望仰下されし御返答に、私には難
レ
仕上意を伺候而、其上に可
レ仕候と申せし故、御一覧はなき也、 〈見聞私記〉
（
31）注（
29）掲出書の解題で海野氏は以下のごとく論じられる。
「拾穂軒季吟翁のわらはべの見やすからんためにとてかきておのれにおくれる也」とある部分は、本書の伝領に季吟が関わったことを伝え注目され 。こ 文は、 「わらはべの見
0
やすからんために0
とてかきて」と、幼童・婦女子を対象とし
た入門書・梗概書の創作意図を示す序文や奥書類に常套的な文辞を含むため、 「かきて」の解釈によっては『忍草』 作
者を湖春ではなく季吟と解しているようにも見える。跋文末尾に「拾穂軒」の名が添えられることと併せて、 『忍草』の作者についての再検討を迫るようにも思われるが 一方で、文字通り季吟手写の『忍草』が送 た とを記すと読むことも可能である。
いずれにせよ、本書が季吟周辺から直接的に譲渡された伝
本であることに相違はなく、その点において本書の資料的価値が減ずることはないが、先に示したように、 『忍草』の直接の執筆対象が病を診た医師「を
（尾上氏）
のへうぢ」であったらしい
点、俳諧師周辺の伝称が『忍草』の作者を湖春とする点、他に『忍草』の作者を季吟 する明徴が見あたら い点などから、本書末尾に付記された「拾穂軒」の署名は聊か不自然ではあるが、現時点では『忍草』の はやはり湖春であったと考えておきたい。
	
（
772～
773頁）
（
32）注（
29）掲出書の解題において、海野氏は「奥書冒頭の「此
よつのときにわかてる巻」は、当該本の外題に「源氏
　
冬」と記
されることからも、本書が本来は春・夏・秋・冬の四分冊で伝えられたことを言うと考えられる （
772頁）と正宗文庫本がもとは
四冊からな と推定された。洲本図書館本が四冊からなることはその傍証となろう。
※引用に際して、割書・小書・肩付は〈〉で、改行は／で示
した。字体は通行のものに改め、濁点や句読点、訓点を適宜附した。 『源氏物語微意』の注記は翻刻の通し番号で所在を示
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日本大学総合学術情報センター蔵『源氏物語微意
　
中』翻刻
【凡例】
一、底本には日本大学総合学術情報センター蔵、北村季吟『源氏物語微意
　
中』 （請求記号：
911.104/K
i.68/18 ）を
用いた。
一、底本の翻刻に際しては、可能な限り原文のままとする
ことを原則とし、改行・清濁・誤字・脱字などに操作を加えることはしていない。ただし、字体は適宜通行のものに改め、合字は開き「 ［］ 」で示し、意の通じない箇所や誤解を与えかねない箇所等には「 （ママ） 」と傍記した。なお、注記
263（
63丁ウ）のみ、小書の箇所にさらに小字
があるため、 「 〈〉 」で小字であることを た。
一、丁移りの際には、行末に「」Ｘ丁オ（もしくはウ） 」と、
丁数と丁の表裏を示した。
一、 『源氏物語』 巻名が記される箇所には、行頭に丸括
弧囲み数字で巻次を示した。巻名が注記同様、一字下げで記されており、注記に紛れ易いための処置である。ただし、巻名があるべき箇所に記されていない藤袴巻（
53
丁オ） 藤裏葉巻（
67丁オ）については丸括弧囲みで補っ
た。なお、若菜巻は上下に分かたれ、雲隠 も注記を有するため、巻次は
55までとなる。また、注記ごとに通し
番号を付し、行頭に示した。これら 番号は上・中・下
巻を通して用いる。
一、その他、備考を「 （） 」で示した。
【翻刻】（遊紙
1丁）
(21)　
乙女巻
151　
此巻ははしめに薄雲女院の御はての事朝顔斎院御染服の事なと有て次に夕霧の元服のこと入学のこと等をかけり光君今の御威勢 て一子の官位心のまゝにあるへきを態六位になして大学の道
	
」
1丁オ
にいらしめ給はんと 事をかきて万人の教子を養ふ道の本意なるへき心はへをかけり柳屯田の勧学 文に子を教
（ママ）
ふ
には必教ゆ教 と はすなはちかならすをこそか也をこそかなるときは必勤むつ むるときは必なる学ぶときは庶人
	
」
1丁ウ
の子も公卿となるまなはさときは公卿の子も庶人となる
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といましめいへる心にもかなひて殊勝なるしわさ也心をとゝめてみるへき巻なるへし
152たかき家のことしてつかさかうふり心にかなひ世中さかりにをこりならひぬれは学問なとに身をくるし
	
」
2丁オ
めん事はいと遠くなん覚ゆへかめる
つかさは官也かうふりは位なり官位心に任せてよにをこりぬれは学問に身をくるしむることは迂遠に覚ゆへきと也榊巻に大宮の御せうとの藤大納言の子の頭の弁といふか世にあひ花やかなる若人にて思ふ事な
	
」
2丁ウ
きなるへしと有悪后かたの人々世にあひ思ふ事なきまゝに人の短をのみうかゝひそしりしありさま道なく学問なと うとかりし二条のおとゝの一家のふるまひとは雲泥の心はへなる光君の詞なるへし
153かくもんなとしてすこし物の心も
	
」
3丁オ
え侍らはそのうらみはをのつから
とけ侍りなんと聞え給ふ
夕霧いまおさなきほとは官位浅き恨み有とも学に入て仁義忠孝の道をしりま はさるときは公卿の子も庶人となることはりを心得給はゝ其うらみはとけんと也まことに此源氏の
	
」
3丁ウ
詞は世中の父子の道 至極の道理なるへし大宮の詞は婦人の仁とて其子のためにかへりて悪きわさ也彼勧学文に父母其子を養ひて教さるはこれ其子を愛せさる とい る心を思へし
154かしこにてはえ物習ひ給はしとてしつかなる所にこめ奉り給へる也けり
	
」
4丁オ
大宮の御方にてはあまりに御寵愛なれは学問えし給はしとて二条院の東院に局を作り こめ置て偏に学問を けましめ ふと也是も勧学文の教るときは必厳也といへるにかなへり
155いとよくねんしていかてさるへきふみともとくよみはてゝましらひもし
	
」
4丁ウ
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厳なるときは必つとむ勤る時は必成といへる心にかなへりかくて夕霧の君終にあめのしたのかためとなり給ひて六条院のいみしき御あとをもさのみは らし果す太政大臣にもあかり有徳のえらひにもかなひ給ふへき君 なり給へり
	
」
5丁オ
156はかせ才人ともところえたり
朱雀院の御時二条の太政大臣の世をまつりこち給ひし比はかせいとまあるよし榊巻にありしとはかはりたる世のさまなるへし
157猶うめつほゐ給ひぬ
秋好の立后なり人よりさきにいり給ひしこきてんにもさ こえ
	
」
5丁ウ
御母かたにてしたしくおはすへ王女御にもこえて此宮の立后の事まつは源氏の御心よせかつまたこきてんは絵合の巻に御ゑを帝にひめて心やすくも御らんせさせすなやまし聞給ひつる事あり女御のわさに
はあらす父権大納言の御心わか
	
」
6丁オ
わかしかりしゆへなから此一ことよろつの事にわたるへし王女御はちゝ式部卿宮源氏の君のすまにおはせし比悪后かたに心をよせて御とふらひもなくて紫上もうらめしく思召たる事なと有て人 りすくれ給へ しとも源氏君思召さぬ故にひとり
	
」
6丁ウ
梅つほの御幸となりしさま也
158おとゝ太政大臣にあかり給て
薄雲巻に帝の実父なるよしをしろしめして を尊敬せさせ給ふ所にすてに此官にあかり給はんあらま 有しこゝにてまことに任したる也
159いみしうおもひかはしてけさやかには
	
」
7丁オ
今もはち聞え給はす
礼記内則篇に七年
［シテ］
男女不
レ同
セ
レ席
ヲ不
レ共
レ［トモ］ニセ
食
ヲとあり夕霧十二歳
雲ゐ雁十四歳なるを寵愛におほれてかくひとつ所 見習ひはしめ給ひし故の有さま 書て
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おさなき人を養ふ教をかけり
160ちかうつかふまつる大宮の御かたの
	
」
7丁ウ
ねひ人ともさゝめきけり
人の陰ことすましく遠慮あるへきことのいましめにかけり可付心所也
161さゝめきことの人々はいとかうはしき香のうちそよめきいつるはくはさの君のおはしましつるとこそ思ひつれ
陰ことするは遠慮なき故なれは又此かうはしき香のするも遠慮
	
」
8丁オ
すへき事を遠慮もなく夕霧おもひて内府としらさりしみなつゝしむ心なく懈怠の心よりあやまちたることをかきて万事に心つかひを懈怠せされとの教を書也
162おゝしうあさやきたる御心にはしつめかたし
　
是内府のかと有てな
たらかならぬ心にて大宮の御
	
」
8丁ウ
しわさを恨む御心のしつめかたと也舜は父こそうの我をころさむとせ をたに怨 る ま まささりき此内府も天下を治る器おはします身にて不孝のしわさを
ろかなる有さまをかきて世人の教とす又前に大宮もさやうの気色は御らんすらん物を世になく
	
」
9丁オ
かなしうし給ふむまこにてまかせてみ給ふらんとあり夕霧を大宮愛し給はゝ内府もともに愛し給ふへき事也記
ノ内則
ニ云曽子曰
孝子
之養
レテ老也楽
二マ［シメ］
其心
一ヲ不
レ違
二ハ其志
一ニ是
故
ニ父母
ノ之所
レ愛
スル
亦愛
レス之
ヲとこそ侍
れ夕霧は源氏の一子葵上のはらなれは内府もにくみ給ふへきゆへ
	
」
9丁ウ
なし然ともこきてん梅つほに后をひきこされ給ふ宿意有雲ゐの雁を東宮の御よに出したてゝ其残念を晴なんと思給ふことの夕霧故にたかふへきにてかく不礼不孝をもかへりみす物くるおしきけしきし給ふたとひ夕霧を今更隔て給ふともい て其けかれ
	
」
10丁オ
をすゝき給ふへ 是亦愚なる わさに不孝不慈のとかを かし遠き慮りおはせぬ有さまなりさて行末 夕霧昇進し ひ
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雲ゐの雁も中空なるさまにてもてあくみ給ひて終に藤裏葉巻にてまけてめあはせ給ひつるまことに一朝の怒しつめかた
	
」
10丁ウ
くて長き悔みと成し有さま前車のく かへるは後車のいま めそとみせしらする心はへなるへし
163おとゝ御けしきあしくて
御母に対して怒れるけしきまたをろかにあやまれるしわさなり孝子の有さまはかやうにはあらす礼記祭義篇曰孝子
ノ之有
二ル深愛
一	
」
11丁オ
者
ノハ
必有
二和気
一有
二ル和気
一者
ハ必有
二愉
色
一有
二愉色
一者
ハ必有
二リ婉エンヤウ
容
一とこそ
侍れたとひ大宮 御しわさうらめしき御あやまりとおほすとも親に対する礼儀にたかへり礼記内則篇曰父母有
アレハ
レ
過アヤマチ
下
レシ気
ヲ怡
ヨロコハシ
レ色
ヲ柔ヤハラケ
　
レ声
ヲ以
テ
諫イサム
諫
メ若
シ不
レスハ
入
ラ
起ヲコシ
レ敬
ヲ起
レシテ
孝
ヲ説ヨロコフトキハ
則復
タ諫
ムとこそ侍るなれ世に親
	
」
11丁ウ
もたる人此内府の不孝のさま遠慮なきしわさをもとか く思はゝ此礼記のおもむきよく心得て忘る
ましき物なるへし
164猶しつめかたく侍てなんとなみたをしのこひ給ふ
もとかしくおゝしからぬ有さま也
165さすかにいとおしけれと
	
」
12丁オ
いとおし は思ひなから私心しつめかたくて母君に不敬不孝をなすこと此内府にかきらす世上にまゝあるわさなれはかくかきてみ習はせて心ある人も か おもはゝつつしむへしとの心はへなるへし
166思はすなる事の侍れはいとくちおしうなん
父母之所愛亦愛之の心をしり給は
	
」
12丁ウ
ぬゆへの御怨み詞もとかしき有さま也
167かくれあるましき事なれと心をやりてあらぬことゝたにいひなされよ
十目の見る所十手のゆひさす所をこそかなる物をいかてかやうの事あらぬ事といひなすかひ 侍らん是亦まとひはなはたしくをろかなる御事なり隠れあるましき事と
	
」
13丁オ
ならは其上にて思案も遠慮もあるへき事なるへし只なたらかに
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て夕霧雲居のおさなきほとにかゝる事ある聞えよろしからすは其心かまへはかり有てかくけやけくはあらてたかひの歎き愁へもなきやうに大宮にも其心むけを申てゆ 〳〵は其ほいたかえす
	
」
13丁ウ
とも今の外聞をつくろふ きさましめしあはせ給はまし は不孝不慈のとかもなく光君との御中もうるは く万方安全の かりことなるへきを其遠慮おはせすあちきなかりし有さまに書出 みる人の教とするなるへしすへて作物語はかやうに書なさては物の れも
	
」
14丁オ
興もすくなくてみ 人の教に る故もうすきによりて態かやうにもとかしくかけるなるへし
168あないみしや大納言とのに
此めのとの詞すへて遠慮なく軽薄の有さま也後に 物のはしめの六位すくせよな 過言して藤裏葉巻にて浅みとりわかはの菊
	
」
14丁ウ
を露にてもこき紫 色とかけ
きやと夕霧のの給ひしにはちくるしめる浅はかなる女の有さま也
169大宮をのみうらみ聞え給ふ
返す〳〵内府の理に迷ひ給へる心をいふ也めつらしからぬ事なれと礼記
ノ祭義
ニ曰曽子曰父母悪
ニクメハ
レ之
ヲ懼ヲソレテ
而
無
レシ怨
ル［コト］
内則曰父母怒
テ不
レ［シテ］
説ヨロコハ
而撻
ムチウツテ
レ之
ヲ流
セ［トモ］
	
」
15丁オ
レ血
ヲ不
二敢
テ
疾ニクミ
怨ウラミ
一
起ヲコシ
レ敬
ヲ起
レス孝とこそ侍れ
親をうらむることはり何ことにもなきとしるへし
170御いとまゆるされかたきをうちむつかり給てうへはしふ〳〵におほしめしたるしゐて むかへし給ふ
内府のわか〳〵しさの猶改らさる有さま也帝しふ〳〵に思召御いとま
	
」
15丁ウ
ゆるされかたきをかく ゐてまかて給ふへきかはかやうの事にて后をもひきこされ給ひけんとしらせたるかきさま也是亦人への示し也
171おもひのほかにへたて有ておほしなすもつらくなん
　
母宮にかやうにおほし
めされ給ふ事 かの一旦のい りの
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しつめかたき故也すへて人いかる時は
	
」
16丁オ
善悪邪正も思ひ分す我意のふるまひをなして後悔の事誰もあるへき也其時くひては何のかひなしかねて其心を忘すしていかる心のあらん時はよろつ立帰りおもひめくら 思ひしつむへ 此内府も日ころはかくをろかにのみはおはさねと弘徽殿を梅壺にこえられ雁
	
」
16丁ウ
霧にさまたけらるゝとはらたちいかり給ふ心より不孝不慈不忠君臣父子の道たえてよろつ心つきな有さまなる事をかきて此草子見る人にしめすものならし
172めてたくとも物の始めの六位すくせよとつふやく
　
後生をそるへしと
いふ事有て来者の今にしかさら
	
」
17丁オ
むことをしらねは浅官卑位とてもみたりにあなとるへきにあらねと浅き女心にかく放言して後にはちくるしみし事見ん人をろそかにおもふへからす
173きぬのすそをひきならし給ふ
夕霧まめ人におはしけれと猶好色のふるまひ雲ゐの雁此五節
	
」
17丁ウ
にかきらす落葉の宮の御ことなとも是亦光君の御あたけをみならふ所あれはなるへし父の子を養ふうへに心あるへきわさならんかし
174くはさの君はかうくるしき道ならてもましらひあそひぬへき物をと
教則必厳なるこゝろはへなり
175かへさにわたらせ給ふおとゝももろ
	
」
18丁オ
ともにさふらひ給ふ
零落の時を見捨させ給はぬさま哀也悪后二条太政大臣のまなりし世とはかはれる心なるへし
176世をたもち給ふへき御すくせ けたれぬ物にこそといにしへをくひおほす
とかなきを讒し給ひしはての我身にむくふ有さまみつからも悔
	
」
18丁ウ
給ふ事を書て誰も此くひあるへけれは人は正直をもとゝ て仁愛をわするへからさる物なるへし
177御賀の事たいのうへおほしまうくる
須磨の比つらく振舞給へ 父君
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なれと猶孝行のめてたき紫上の有さまを書て彼内府の母宮をうらむ事の故に不孝なりしと同巻
	
」
19丁オ
にくらへ書て善悪のさまをみする也
178五月の御あそひ所にて水のほとりにさうふうへしけらせて
ほたるの巻かくへき微意也
179にしのまちは
　
明石上住給ふへき冬
の御方也只今はいまた渡給はぬ
180御はこのふたに色々の花紅葉をこきませてこなたに奉らせ給へり
	
」
19丁ウ
こてふの巻かくへき微意なるへし
181おとゝ此紅葉の御せうそこいとねたけなめり春の花盛に此御いらへは聞え給へ
是来春の花さかりに此返報はあるへしと也是光君卅四歳の九月也来春卅五歳の三月 こそ此御いらへあるへきを諸抄にあやまりて卅六歳の とす何ゆへに
	
」
20丁オ
かくはけまし給ふ御いらへの一年を隔つへき湖月抄にはしめてこ明る年の源氏君卅五歳の三月なるよし 一説にしるせり是則正
説と用ゆへし
(22)　
玉鬘巻
182　
花鳥餘情云此巻は乙女巻に次第をたては六条院卅五歳の三月より
	
」
20丁ウ
十二月まての事をいへる也
云
々是御
誤りなるへし此巻の源氏の年齢卅四歳の九月より十二月まての事あり乙女巻に卅四歳 八月に六条院移徒の沙汰有し其次の九月よりなるへし猶湖月抄に委けれは略之且又此巻は忠孝をもとゝして君臣の道を教とみゆ
	
」
21丁オ
183たゝ此姫君京にゐて奉るへきことをおもへわか身のけうをはな思ひそ
是少弐か末期に豊後介等の子共に遺言也此親の心さ を捨かたくして豊後介も妻子を捨て京姫君を具しまいらせし也忠孝の至也
184神仏こそはさるへきかたにも道ひき給へ
信心いたつらなる しき事を書て
	
」
21丁ウ
人にしめす也八幡初瀬なとにまうて給て其しるし有 事
185またうへにきかせたてまつらて
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右近か心つかひ殊勝也すまの御うつろひのゝち紫上に候する身のこの上をさしをきて光君にのみ此事を申上へきことはりなけれはなり
186右近を御あしまいりにめす
	
」
22丁オ
光君かねて玉かつらの行衛を尋よと仰せをかれしに前に哀なる人を見いてしよしを聞給て其事にやとゆかしくおほしめすからに右近に聞給はんとて御足まいりにとてめすなり
187右近にかたらひてわらひ給ふ
紫上の愛敬つきおかしき御有さま
	
」
22丁ウ
也さるましき心とみねはあやう なとたゝにの給はゝ御たはふれなから右近か身にとりては迷惑すへしかく右近にいひて笑ひ ふ故に右近心やすかるへし きに玉かつらの御事を光君 取分申たらんを紫上後に聞給てはと遠慮せし右近か心はへと相かなへり
	
」
23丁オ
かやうに有てこそ主従の中は和合してうるはしく侍へけれ
188うへあなわつらはしねふたきに
さきに右近も今聞えさせ侍らむとて聞えさし今光君も紫上に隠さまほしき御けしきなるをさとく見しり給へるゆへ態ねふたきにとて御耳ふた 給へる也
	
」
23丁ウ
よのつねのさかなき心あ 女ならは隠す事はとりわき聞まほしくすへき物を是紫上の巨めきてうらなき有さま也かく こそ光君のならひなき御覚にて侍ら
189うへにも今そかの有しむかしの世の
こゝにて終に玉かつら 事を紫上に語給ふ也うらなき妹背
	
」
24丁オ
の中のさま也紫上おとなしやかにきかぬやう し へはとて語り出給はすは隔給ふ なるへけれは也
190北のまちに物する人のなみには
前にも右近か心のうちに故君物し給はましかは明石の御方はかりの覚えにはをとり さらましと有しにあひ応したり但こゝに
	
」
24丁ウ
六条院の北のまちに明石上お す
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やうなれともこゝはまた九月のことにてまつ北の町は明
（ママ）
上のゐ給ふ
へきにてわれはかほなる ゝそ原なとうへなしまうけ給へる故にかくあらましことに光君の宣ひし也実には此十月 明石上は北のまちに殿うつりし給ふ しるへし
	
」
25丁オ
191その人の御子なとはしらせさりけり
六条院に玉かつらを迎へ へきなれはまつ内府の御むすめ とは人にしらせさると也
192此とくちにいるへき人は
玉かつらのけさう人源氏のむこなるへき人なとこそいるへけれ 心也蛍兵部卿なと猶うちあら
はイ
ぬ
	
」
25丁ウ
人のけしき見あつめんとおほしめす微意なるへし
193ふこのすけの心はへを有かたき物に
まことに身を捨妻子を捨し心はへ忠節をろかならぬものなれは其功を顕し給ふへき心はへ也
194人をしたかへことをこふ身となれるは
孟津抄云豊後介孝心有て遺言
	
」
26丁オ
をたかへす忠貞にて玉かつらを京へ具し奉しにこたへて面目をほとこしけるなる し
私按
小君か光君
にまめならぬ者なれとしたしき家司には猶かそへ給へり とあるは光君の人を捨給ぬ仁心をかけり然ともさして恩賞はみえす右近のそうはゆけい なり豊後介は
	
」
26丁ウ
かく此殿中へは出入すへからぬものゝ家司となり有司となりしなと恩賞にあつかる有 まを書て人は忠貞なるへき教を へり
195山吹のうちきの袖口いたくすゝけたるをうつほにてうちかつけ
貧者貨財を以礼とせすの心を人にしめすなるへし
	
」
27丁オ
196こたいのうたよみは
是より末摘花の哥の一体にまつはれてはたらきたるかたなきをあさけ 判し給ふ事を書てすへて哥読人の教をかけり
(23)　
初音巻
197　
泯（ママ）
江入楚に或説云玉かつらの巻の
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末十二月にきぬくはりとて有し
	
」
27丁ウ
其明る正月也二条六条院すみ分てさらためたる正月也
云
々
此説花鳥等の諸抄の様にかはりて此巻を源氏君卅五歳といふに相かなへり尤用ゆへし猶湖月抄に委
198みすのうちのをひかせなまめかしく吹匂はして物よりことにけ高くおほさる
	
」
28丁オ
人のすみ所うるはしくあらまほしき教にかけり六条院の御かた〳〵誰か明石上にをとるへき人おはしますされと此人一人風流心にくき故に物よりことにけ高くおほし年始の御枕もこゝに定め給へりし由をかきてみる人の心つかひのためなるへし
	
」
28丁ウ
199さすかにみつからのもてなしはかしこまりをきて
　
しつらひはけ高く思ひあ
かりしさま光君の思ひ人姫君御母なれは尤さはあるへくしてさすかに光君に対する自身のもてなしは礼儀ある有さま又人 心
つかひの見ならはしにかけり
200猶したにはほのすきたるすちの心を
	
」
29丁オ
是は好色の事にもあ す詩歌管絃なとの風流のかたをいふなり
201もてしつめすくよかなるうはへはかり
細流云人は実法はかりにても叶ぬ物也花実を相兼すしてはと也私案
是夕霧をほめ給ふ詞也人の教也
(24)　
胡蝶巻
202　
此巻は乙女巻にて秋好中宮より
	
」
29丁ウ
紫上に紅葉をまいらせ給へりし返報あり尤源氏君卅五歳六条院新造の翌年なるへし諸抄あやまりて源氏卅六歳といへり乙女巻の紅葉奉給ひし又明 年といへるは相違也
203わか御心にもすくよかにおやかりはつましき御心やそふらん
玉かつら顔かたちすくれ心はせらう
	
」
30丁オ
あるに実の御むすめならねは光君の好色の心にわか物にもとおほす也是うき世の人情也然とも夕霧にも兄弟 よし 給ひていひかはさせ給ひ花散里の御方にも 子
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のよしの給ひあつけ世上へも其おもむきにて蛍兵部卿髭黒大将岩もる中将なとさへ正しく源氏の御
	
」
30丁ウ
むすめとおもひ をの〳〵いひ寄給へれは今更引かへて密通るへき道理なし其故 おり〳〵忍ひかたくて たはれ し給ひつれと終にいさきよく髭黒大将にゆるして実父の内府にもあらはし給ひ御むすめの数にて御処分なとも有し也是たとひ
	
」
31丁オ
人しれぬことゝても理にそ き世の聞えもかたわならん事は忍ひかたきを よく堪忍ひてすましき事とのいましめを書な へし
204すへて女の物つゝみせす心のまゝにものゝあはれをもしり顔つくりおかしき事をもみしらむなん其つもりあちきなかるへき
	
」
31丁ウ
物つゝみは物をつゝしむ也花とりにつけて懸想するにかろくなひくをいましめ給ふ詞也是なへての女のいましめ也あたにみるへから 細流にねき
ことをさのみ聞けん社こそはてはなけきの森となるらめといふ古今の哥を引り心をつけてみるへし
205かつはひか〳〵しうけしからぬわか心の
	
」
32丁オ
ほとも思しられ給けり
是玉かつらにたひ〳〵忍ひかたき心をあらはし給ふといへと実はいさきよき心をみせたる詞なるへし
206女かやうにもならひ給はさりつるをいとうたておほゆれとおほと なるさまにて物し給ふ
　
玉かつら思ひの
外なる御有さまをうたて覚え
	
」
32丁ウ
給へと上﨟しくおほとかにてさまあしからしと思ふ心あるさま也又人のをしへなるへし
207なつかしきほとなる御そとものけはひはいとようまきらはしすへしてちかやかにふ 給へはいと心うく
かく忍ひあまり給ふ源氏のしわさに玉かつらの同心のけしき らはさき
	
」
33丁オ
に源氏のいましめ給ふ物の哀 もしりかほつくりおかしきことをも見しらんなん其つもり ちき
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なかるへきとの給へる心にたかひて終には浅まれ給ふへし女は男にもまさりて好色なるへきものなるに玉かつら此のちたひ〳〵の源氏のたはふれにもさまよく
	
」
33丁ウ
のかれて人の思はんことを憚り過て心清くおはせし故に女のほんにすへしとおとゝたち定め給ふよし真木柱巻にあり偏に女のいましめにかくなるへし
208うときもしたしきもむけの親さまに思ひ聞えたるをかうやうのけしきのもりいてはいみしう人わらはれに
	
」
34丁オ
うき名 もあるへきかな
前にいと心うく人の思はん事も珍らかにいみしう覚ゆとある首尾なりよのつねのはかなき女心は人の思はんことの憚りをもかへりみす好色のわさは国中 人しれぬことなれは不義のわさをもなすへきに此玉かつらの はへ
	
」
34丁ウ
のちまて遠慮ふかゝりし事を書て女に見習はせんとなるへし
(25)　
蛍巻
209いとよくすき給ひぬへき心まとはさむとかまへありき給ふなりけり
光君の此しわさまことの友弟の道にあらす只好色のすさみわさなれはうたてある御心也けり
	
」
35丁オ
と草子 地 批判して後世教とするにやすへて吾朝に中古の風俗世 盛りに栄花を極めしあまりかへりて王法の正しき道を ろえつゝ上つかたよりはしめ只好色にのみふけりて此光君の わさ 万にこみしゆへ此物語も其世の風俗
	
」
35丁ウ
さま〳〵まさなき事のみ有し 光君の一人のう に書なして所々其いましめの詞を書添て後人の心つかひとせしとみるへし
210さるはまことにゆかしけなきさまにはもてなしはてしとおとゝはおほしけり
光君実に玉かつらをわか物とせんとは思ひ定め給はさると也
	
」
36丁オ
わかむすめと披露のゝちある
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ましきしわさなれは此物語の所々にたひ〳〵光君此用意有けるよ を書て侍り是亦人のかやうの不義のふるまひを学ひうらやむ事やあらんのこゝろつかひなるへし
211人の心をやふりものゝあやまちす
	
」
36丁ウ
ましき人はかたくこそ有けれ
此詞は人の心をもやふるましくあやまちすましきはかたきとの心也是前に此宮達をさへさしはなちたる人伝に聞え給ふましき事 かし御声こそおしみ給ふともすこしけ かくたにこそなといさめ聞え給ひしはすて
	
」
37丁オ
に此宮にゆるし給ふやうなる詞なから実は心見のしわさなりし事しられたり是亦女の のつゝみせす心のまゝに物の哀をも知かほつくりおかしきことを みしらんなん其つもりあちきなかるへきといま め給ひ 本意たかはぬ物なりこ にて玉かつらの
	
」
37丁ウ
貞節の心なくは必宮の御けしきになひく有さまなと有て亦光君に浅まれ給ふへき所也されと御みつからはひき入てはるかにもてなし給ふよしを書て玉鬘のしわさをほめて後みん人の教とす
212五日はむまはのおとゝに
乙女巻に五月の 遊ひ所とい
	
」
38丁オ
たりし首尾なり
213人のうへをなんつけおとしめさまの事いふ人をはいとおしき物にし給へは
いとおしき物にとは笑止なる事におほす儀也人をあ さまにいふを用意なしときらひ給ふ心也是世上のをしへなるへし
214あなむつかし女こそ物うるさかりせす
	
」
38丁ウ
人にあさむかれんとうまれたる物なれ
ゑ物かたりは誠はすくなきに玉かつらの心いれ給へるを益なしといさめ給ふ詞也実 彼おかしきことをも見しらんなん其つもりあちきなかるへきといましめ給ひしに同意なり亦人 教也
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215すへて何事もむなしからすなりぬや
	
」
39丁オ
法華寿量品に諸所言説皆実不虚といへる心也文句の九巻湖月抄に委
216けにたくひおほからぬことゝもはこのみあつめたまへりけんかし
藤壺朧月夜六条御息所源内侍なとのたくひよ あらゆる忍すといふ事ともなるへし今作
	
」
39丁ウ
物語に光君一人 上に書て人のいましめにせしをわさとかくいへる草子地也
217姫君の御まへにて此世なれたるものかたりなとなよみきかせ給ふそみそか心つきたるものゝむすめ とはおかしとにはあらねとかゝる事世には有けりと見馴給はんそゆゝしきや
	
」
40丁オ
此をしへ万人にわたる しひとり明石の姫君にとのみは思ふへから非礼勿視とこそ聖 はいましめ給へりけれよからぬわさはみるにつけてをのつから内心うつりてまさなき物なれは也此源氏君
いましめの詞をかけるにつけて紫式部此草子をかきし心はへ
	
」
40丁ウ
このさま〳〵の好色のわさを見習へといふにはあらす偏に勧善
　
徴（ママ）
悪していましむへき本意な
ること推量るへししからすはいかてかかゝること世に在けりと見習ひぬへきついゑある事を五十四帖心をつくし筆をふるひて書つらね侍らんまことに
	
」
41丁オ
君臣父子の道朋友の信菩提の縁に至るまてこと〳〵く此一部にしめしてわか国の至宝なるよ河海花鳥細流等にかきしるし給へりしは故ある事と思ふへし
218こよなしとたいの御かた聞給はゝこゝろをき給ひつへくなん
　
至
玉
鬘也
前にまことのわかひめ君をかくし
	
」
41丁ウ
ももてさはき はしといへる首尾也
219もしさやうの名のりする人あらは
近江の君をかき出ん微意也且又此おとゝの心ふかゝらぬをいはんとてかけるなるへし
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(26)　
常夏巻
220あそんやさやうの落葉をたに
此詞源氏も雲ゐの事を内府に
	
」
42丁オ
申給ふに同心し給はぬをすこしいきとをりて嘲り給ふ詞也源氏の口入給ふ事物語 はみえねと行幸巻に其おもむきはみえたり
221かゝり火こそよけれとて人めして
次の篝火巻かくへき心 へ也
222いとけしからぬ御こゝろなりや
例のいましめの詞なり光君 玉
	
」
42丁ウ
かつらにかやうの御かまへあるましきことなれは也世の人としては猶あるましき事としらしめんと也
223まくるやうにてもなひかめ
一旦のいかりに遠慮なく雲ゐ雁を渡し給へりしかとほとへておほししつむへれは聊悔 心出来給へるさま也世にかやうのたくひお かるへし
	
」
43丁オ
かねて思案あるへき事の教なり
224ことなる事なき詞をものと かをししつめていひ出したるはうち聞みゝことにおほえおかしからぬ哥語
をするもこはつかひつき〳〵しくて
何事もいひなしによりてよくなる物との教へ也いかに秀逸の哥なりともおそろしきこゑしていへは無
	
」
43丁ウ
曲と也此段万事にわたる教也
(27)　
篝火巻
225ともあれかくもあれ
内府のしわさの遠慮なきを笑止に思ひ給ふ心なり湖月抄に委
226御ことを枕にてもろともにそひふし給
前にやう〳〵なつかしううち け聞え給ふと有てこゝにてそひふし
	
」
44丁オ
給ふと有然とも実事はなし真木柱巻に殿もい おしう人々も思ひうたかひけるすちを心きよくあらはし給て我心なから ちつけにねちけたる事はこのますかしとむかしよりの事もおほし出とあり光君のけさうを玉 つらもはしめのやうにはお まさて
	
」
44丁ウ
源氏の御心のまゝ をしたちてなとももてな 給はねは心やすくてうちとけ給ひて 事と知へ
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諸抄其義を用ゆ猶おくにうちとけぬさまに物をつゝましとおほしたるけしきいとらうたけ也とあり玉かつらの用意あるさま也光君にひたすらには
	
」
45丁オ
同心なかりし事をしるへし
(28)　
野分巻
227あちきなく見奉る
　
夕霧の紫
上を見給ふ也野分の物さはかしきまきれに人々も つ ひすへき所にも心つけさりしさま也かやうの騒動の時一入こゝろすへき教
228おほつかなさになん参りて侍つる
	
」
45丁ウ
夕霧学問のしるしに孝ある心也
229心くるしきにまかて侍
六条院はことなる事なく人もあまたあれは大宮の御方の心苦しさにまかて給はんと也又孝心也
230三条の宮と六条院とに参りて御覧せられ給はぬ日なし
細流云ゆふ霧のつとめたるなり
	
」
46丁オ
九条殿遺誡
　
礼記文王世子等湖
月抄に委
　
孟津抄云数ならぬ
者まても日々に父を見まふへき事也
231中将夜もすからあらき風の音にもすゝろに物哀や
　
夕霧紫上を思ふ
心也必かやうに思ふへき事なれは光君の夕霧を疎くならはし給ふ又いましめ也桐壺の帝の光君
	
」
46丁ウ
を愛のあまりに藤壺にしたしくせさせ へる末のまさなき ておもひあはすへし
232けちかきかたはらさ
（ママ）
に立のきさふらひ
人々おもふへき心つかひなり
233人々けさや におとろき顔にはあらねと
中宮の御方の物馴てらう〳〵 き様也
234こうちき引おとしてけちめみせたるいと
	
」
47丁オ
いたし
　
明石上光君に礼儀あ
るをほめたる也初音巻にみつからのもてなしはかしこまりをきてと有しと同し平生の用意とみゆ
235いとよくみゆかくたはふれ給ふけしきのしるきをあやしのわさや
源氏玉かつらへのけさうを人にしられしとおほし又忍ひ〳〵の御こと
	
」
47丁ウ
なれは人はしらしとおほすらんも
北村季吟の源氏学（二）（宮川）
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たひかさなるにつけてはをのつから夕霧さへ見いて給へるよしを書て世に閑居して不善のわさをなして人はよもしらしと思ふ事も終にあらはれすといふ事なきそとの教をかけり実に慎独つゝ屋漏に 恥すのみあらまほ
	
」
48丁オ
236猶みはてまほしけれとちかゝりけりとみえ奉らしと思ひて立さりぬ
紫上の御方にてけはひおそろしくて立さるにそといひけ近きかたはらいたさに立のきてさふらひ給ふとある心つかひ 同し心をつくへき事ともなるへし
(29)　
行幸巻
	
」
48丁ウ
237　
初音巻より此巻まて源氏年齢卅五歳とみるへし扨此巻と野分巻との間に九月十月十一月等の事はこもりて十二月大原野行幸の事より書出て次の年源氏卅六歳の二月の事まて此巻にあり
238おこかましうもやなとおほしかへさふ
	
」
49丁オ
とにかくに思案し給ひても思ひのまゝに玉かつらをわか物とし給ひかたき心也世に一旦の心に任せ 遠慮なくせし事の後悔ある事おほし此思案のやう よく〳〵思ひめくらしておほつかなき事は思ひ返してすへからすとの教をかけり万事の中に殊に男女の道は国中
	
」
49丁ウ
の人しれぬ事なれは私心に任てあやまちある事貴賤老少ともにおほし忍ひ難きをよく堪忍てわかため人のためよからぬ事はすましき也
239色くろくひけかちにみえていと心つきなし
美艶の玉かつらけさう 人々おほかりし中にことに心つきなしとここにて見かきり給へる大将に終に
	
」
50丁オ
とつき給へる事縁にひかるゝ世の習ひにて思ふに別思はぬにそふ浮世のさまをかゝむとてかく兼て髭黒を見おとし給ふ事をいへ 奇
（ママ）
な
る文意にや猶玉かつらの心はへあるへき故もあるへし
240かのことはおほしなひきぬらんかし
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玉鬘に宮仕をすゝめ給ふ詞也
	
」
50丁ウ
次にも猶おほしたてなとたえすすゝめ給ふとあり此かくすゝめ給ふも猶玉かつらへけさうの絶ぬ故なり兵部卿大将なとに嫁しては思ふ心かなへかたし宮仕へにては里亭へ出給はん折も逢見給はんの内意前
　
前（ママ）
にも有しなり
241心のそらなく
　
夕霧祖母の御病気
	
」
51丁オ
を見あつかひ給て心のをき所なくおほす孝心をいふなり
242此中将のいとあはれに
前にこゝろの空なくと有し首尾也
243かうくちおしきにこりのすゑに
濁悪世にさはかりすゝき給 ほとすむへき水は有かたからんとなり一たひ夕霧ゆへ け れ給へる雲
	
」
51丁ウ
ゐの雁の名は よめかたからんと也湖月抄には泯
（ママ）
江入楚の儀を用ゆ
所好にしたかふへし
244女官
　
にようくはんとよむへしによ
くはんといふは女御更衣より以下の宮仕の女の惣名也内侍所等の役
人をいふにはにようくはんと読習也
245あやしのことゝもや
	
」
52丁オ
内府の御むすめの光君へまきれおはしたるをあやしの事ともやと也其故の御たはふれそと今彼野分の朝の事を思合給ふ也
246から衣又から衣〳〵
かやうにおなし詞を ひ〳〵よむこと哥読の若はあるへき事なれは心すへしとの教にかくなるへし
	
」
52丁ウ
247きけはかれもおとりはらなりと
あふなけにの給ふ
近江の君いやしくそたち給ひし故に万事遠慮なき有さまを書て誰も遠慮なくみたりならは亦近江君そと心得のために云なるへし
(30)（藤袴巻）248御袖をひきうこかしけり
夕霧のけさうを忍ひかねて顕
	
」
53丁オ
はし給ふ也此玉かつら かく人々のけさうの事をかくは世上の人情にてかくさま〳〵のむつかしきことあらんにもさすかに人にくからす又
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わか貞節をもたてゝあへしらふへき教なるへし此玉かつらのいらへとものいつれにもにくからておもしろくいひのかれ給へるを女の本と
	
」
53丁ウ
此巻に書とゝめたり心 つ へし
249かたはらいたけれはかゝぬなり
夕霧の光君の懸想あるをも知なから此女君にたはふれにてもかやうの有さまあるへき事ならねはかたはらいたけれはとあさけりてかゝすとの心も亦い しめにや
250此みやつかへをしふ〳〵にこそ思給へれ
	
」
54丁オ
此光君と夕霧の御有さまを見るに宮のれんし給へる人にていと心ふかき哀をつくしいひなや し給ふに心やしみ給ふらん又うへを見奉り給てはいとめてた おはしけりと思ひ へりなとの給へる事今の世の父子のあいたにていふへき事にあらす中古此時分の風俗かやうの
	
」
54丁ウ
ことに憚りなか しにや又作り物語にて人のいましめなるへき事ともをかく よ て やう も書
たるにやはかりかたし
251年比かくてはくゝみ聞え給ふける御心さしをひかさまにこそは人は申なれ
此夕霧の源氏の御けしきを見むと思へるも亦此玉かつらに御け
	
」
55丁オ
さうの事を人 疑ふなといふ事も皆父子の間に思ひいふ事ともにあらす是亦其比の風俗にて憚りなかりしさまにや又作物語なれはかやうに書て人にしられしと思ひても必よにしられて其かくれなく沙汰せらるゝ物なれは誰もいましむへしとの教に書にや
	
」
55丁ウ
252さりやかく人のをしはかるあんにおつることもあらましかはいと口おしく
あるましき事はいかにつくろはんとする事も首尾逢かたくまさなきわさをみつから思知給ふさま也
253おほとのゝ御おもむけのことなるにこそはあなれまことの親の御心たにたかはすはと此弁 おもとにもせめ給ふ
	
」
56丁オ
此詞をみるに内府の御心は鬚黒をと思召によりて終に玉かつらを
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大将のえ給ふへき心みえたり
254女の御心はへに此君をなんほんにすへきとおとゝたちさため聞え給ひけり
此けさうの人々にもけにくからぬ物からみつからの貞節たかえす光君ののかれかたき御有さま
	
」
56丁ウ
もさすかに心きよくいひ かれ給ふさまの賢く労ありし玉かつらのふるまひを世人のかゝみと へるは誠に人の教にかけるなるへし
(31)　
真木柱巻
255　
此巻源氏君卅六歳 正月より卅七歳の十一月玉かつらの男子をうみ給へる事なと書てさて其
	
」
57丁オ
あとに秋の夕 たゝならぬにと書たるに一年をくはへて 八の秋まての事有と心得へし諸抄の義不用之
256ほとふれといさゝかうちとけたる御けしきもなく思はすにうきすくせ也けりと思ひ入たる まのたゆみなき
是実父おとゝなと髭黒にとおも
	
」
57丁ウ
むき給ふ故に弁のおもと媒して終
に玉かつらを大将得給へりけれと玉鬘の本意ならてうちとけ給はぬさまをいへり実父も光君もゆるし給へる事をたゝにかくしふ〳〵なるへきいはれなけれとも光君の御心も猶はなれぬさまなるにうちつけに大将にうちとけ給はゝ光君へも
	
」
58丁オ
のつから憚りあるへく入内あるへき御身なるに其恐れもあるへし又蛍兵部卿なと懇にの ひしあたりにもさすかにおもふ所有て玉かつらの心とは大将になひかをみせて媒の弁のおもとをも疎み給へるけしきなるへし然 も世とゝもに歎き給へ し光君 懸想
	
」
58丁ウ
をのかれて世上の疑ひを心清くはなれ給へれは玉鬘の身にとりてはさいはゐといふへ 同し事の内にも宮仕し てもこきてん秋好のはゝかりあり又猶源氏のけさうのかれかたく又蛍兵部卿なとの風流に美麗なるかたになひき給ひては玉かつら好色にめてゝ心
	
」
59丁オ
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となひき給ふに似て光君の御心の中恐ありて心よからす心つきなしとみおとし給へりし髭黒に逢給てかくうちとけぬけしきあれは諸方の恨みも薄く光君をいとひかてらに実父のおもむけにしたかふやうならむはゝかりもなしとかくにらうありいたりふかき有さまにや奥の巻に
	
」
59丁ウ
も玉かつらの心とは髭黒にあひ給はぬさまにしなし給へるを源氏もほめ給ひし事あり賢女の有さまを面白く書出たる作物語のさま奇々妙々
257をのかあらんこなたはいと人わらへなるさまにしたかひなひかても物し給なんとの給ひて
式部卿宮の身の威勢にほこるのみにて短慮におはしますさま也女は三
	
」
60丁オ
従の礼有て嫁しては夫にしたかふへき物なれは大将のさり給は かきりは御子ともなともおはする中を引きりに取返し給ふましき御事也ことにものゝけに煩ひやつれ たけき事もな 北の方 るをや果 て後悔し給へる事を書て世人の教とす
258此おほ北のかたそさかなものなりける
	
」
60丁ウ
心さかなくあるましきいましめの詞也
259はしたなかりしにことつけ ほなるを宮にはいみしうめさましかり歎き給ふ
はしたなく北の方を迎へとりて大将おはしけるにも出逢給はす姫君をもみせまいらせすなとありし恨にかこつけて音信も絶てし給ぬを歎き悔み給ふ也是また人 しう
	
」
61丁オ
とゝして心すへき教なるへし
260まめたちてさふらひ給へはえおほすさまなるみたれ事もうち出させ給はて
是亦玉鬘の貞節あり労あるさまなるに帝もえ乱させ給はさると也女の心たゝしきにいかてみたるゝたはれ男あらん人の不義をなすはわかしわさのあたなる故
	
」
61丁ウ
そと人に教ゆる書さま也且又玉鬘のふるまひ女の本なる有さま也
261おしむへかめる人も身をつみて心くるしうなん
　
身をつみてとはわか身をつみ
て人の痛きをしる心也君子の絜矩の道上ににくむ所下に使
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ことなかれ下ににくむところ上につかふまつる事なかれ前後左右
	
」
62丁オ
みなしかりこれ天 を平にする要道と や大学の章句に見ゆ冷泉院を天暦の聖代に比してかけり いへり薄雲巻にも道々の文を御覧の事あ ゝに此御心つかひあるよしをかき光君を実父としろしめしてより御位をもゆつらんとおほしめし終に
	
」
62丁ウ
尊号を奉り給へる大孝のさま大王王季 追王せし上古の聖人にもかよひたる書さま又奇妙にや
262さるものゝくせなれは色めかしう
近江君のさま偏に狂言なから又人の教也つゝしみ思ふへき所也
263秋の夕のたゝならぬに
此前に其年 十一月にと有てこゝ
	
」
63丁オ
に秋の夕とかける又一年を添て源氏君卅八歳まてかけると見るへし
前〈ニ〉註スルコトシ
さて梅か枝藤裏葉の
巻を過て若菜の巻 光君四歳にて御賀の事なとあるに年
数たかはさる物也
(32)　
梅かえの巻
264かうともはむかしいまのとりならへさせ
	
」
63丁ウ
給て御かた〳〵にくはらせ奉給ふ二くさつゝ合せさせ給へと聞えさせ給へ
明石の姫君入内あるへき用意に薫物を合せ給ふへきことを朝顔の斎院紫上花散里明石上なと 二種つゝあつらへ給ふ也かやうにて其人々の御心つかひ其風流なと試給はんとてなりかく女かたへはたき物
	
」
64丁オ
又後に男方へは手本巻物なとあつらへ へり是も其才覚有職のほとをこゝろみ給ふへきとなるへしよき人はおとこもをんなも其才覚風流常に嗜むへきため 教也栄耀にほこりてたゝに酒宴遊興にのみかゝつらひ文筆藝能をもたしなまぬをいましめ心付んためと知へし
	
」
64丁ウ
265人のねんころなりしきさみになひきなましかはなと人しれすおほしなけきて
光君の懇に口入給ひし時承引し給はさりしあやまりを悔み給ふ也物
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のいきをひ時節時宜心すへきいましめ也
266かの御をしへこそなかきためしには有けれ
桐壺の帝の賢き御教訓を思出給也親のいさめはたとひをろかなるにても
	
」
65丁オ
子を大切に思ひていふ故に子のため後まて悪からぬやうにとていふへき まして賢き親の詞は一生の規範なるへきを子の若気にてしたかはさらんは愚痴放埒不孝不義数々つみおもきわなるへし此夕霧への教訓万人の子たるものゝいまし し
	
」
65丁ウ
よく心をつけてみるへき也
267いさゝかのことのあやまりもあらはかろ〳〵しきそしりをやをはんとつゝみしたに
　
是らの詞をろ
そかにみるへからす随分つゝしみてたに猶時としてさし出私心にひ れてすき〳〵しきとかをおふ事ありましてつゝ
	
」
66丁オ
しむ心もなき人をや是源氏の朧月夜故すまの愁有し事をの給へとも是をみる の万事に
わたるへきをしへなり
268おとゝのくちいれ給ひしにしふねかりきとてひきたかへ給ふなるへし
源氏君内府に口入給ひしこと物語にはみえす所々に其おもむ
	
」
66丁ウ
きは有し此詞にて慥に口入給ひしとみすへきために書出し詞也
269いかにせまし猶やすゝみいてゝ気色をやとらまし
　
此詞次に藤の
うらはの巻を書て雁を霧にあはせ給ふ事をいはん微意也
(33)（藤裏葉巻）270なといとこよなくはかう し給へる
雲ゐの雁を夕霧にゆるし給
	
」
67丁オ
はん心をあらはし給ふ詞なり
271おとゝの御まへにてかくなんとて
内府の文を光君に夕霧のみせ申給ふ也父君への礼儀なり
272いとかうさくにねひまさる人なり
夕霧を内府ほめ給ふ詞也此巻のさま乙女巻なとのさまとは雲泥のけしきなりはしめに思案あるへき
	
」
67丁ウ
ことを一旦のいかりにし損し給へる
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かろ〳〵しさを書て人の教とするなるへし此跡におとゝの御掟のあまりすくみて名残くつおれ給ひぬるを世人もいひ出る事あらんやと源氏の給へる詞あり人々兼ておもふへき しへなり心をつくへし
273わかかたたけう思ひかほに心をこりし
	
」
68丁オ
てすき〳〵しき心はへなともらし給ふな
我に理有て人の屈したる時にそれにほこりて人をなみし過言なとする事あるましきこといましめなり万事に渡る教訓なり
274つみものこるましうそまめやかなる御心さまなとの年比こと心なくてねんし過し給へるなとを有難うおほしゆるす
	
」
68丁ウ
実法におはする夕霧に難面きつみをみゆるし給ふと也人忠信を主とすへきよしの教としるへし此巻内府の過を改め給へる故に万事まとかにうるは く成たり過則勿憚改との聖言誠な 哉
275あせちの北方なともかゝるかたにてうれしとおもひ聞え給へり
	
」
69丁オ
乙女巻にて雲ゐの雁のめのとあないみしや大納言殿にきこしめさんこともなといひし浅はかなりし女詞の軽薄なりしをいまし いはん てかける詞なるへし
276つゐにあるへきことのかく隔たりて過し給ふをかの人も物しと思ひ歎かるらん此御心 もやう〳〵おほつかなく
	
」
69丁ウ
あはれにおほししるらん
紫上の此思ひやり仁愛深くおいらかなる心はせ誠にあ たの中にすくれ給へる所也他の女心ならはおさなきより我こそおふしたて れは実母 したしみあらせしと殊更にへたて侍らんかしかくおとなしやかにおはする故に源氏の
	
」
70丁オ
君もよくおほしよるかなと感給ひ明石上も思ふ事かなひて自得し御中らひあらまほしくなとしていつかたも〳〵まろくふ なく侍し世上の女見習ん為にかけりとみゆ
277あさみとり若葉の菊を露にても
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こきむらさきの色とかけきやからか
	
」
70丁ウ
りし折のひと詞こそ忘られぬ
（ママ）
	
今中納言になり給ひて六位すくせといひし大輔乳母に夕霧の給へる哥也これ梅か枝巻に浅緑きこえこちし御めのととも 納言にのほりてみえんの御心ふかゝるへしと有し首尾也
278あるしの御座はくたれるをせんし
	
」
71丁オ
有てなをさせ給ふほとめてたくみえたれと帝は猶限あるいや〳〵しさを尽してみせ奉給ぬ事をなんおほしける
冷泉院の孝の御心也誠や延喜帝とやらん天子に父母なしとの給はせ御誤りに地獄におちさせ給ふなといふ事あり上一人より下庶人に至るまて孝は徳の本也昔
ムカシ
者明王之以
	
」
71丁ウ
レ孝
ヲ治
二ム天下
一ヲ也
云
々孝経にみえたり
愛敬親につかうまつるに尽
ツキ
て
徳教百姓にくはゝり四海に刑
ノリ
す
蓋
シ天子之孝なりともいへるをや
(34)　
若菜巻上
279あはれなる御ゆつりにこそはあなれ
紫上おとな〳〵しき御詞也すへて此巻に女三宮六条院の本台に
	
」
72丁オ
入給ふ事をかけるは紫上の奇特をあらはして世上の女わらはの心つかひの本にすへきためなるへし人富貴自在なるほとは誰もみさをゝたてやすし貧賤零落にて貞節うるはしき事は有徳の人ならては有かたし年寒くして松柏の凋むに後ることを
	
」
72丁ウ
知といへり今ま の紫上のらう〳〵しさより女三宮 入おはして後の有さま一入哀を書つくして終に光君の御心さ よりまさりて有しよりけに浅からぬ御中なりし能々心を付てみ侍へし
280いかてかはかはかりのくまはなからん
おとなしやかに物をねたくおほす
	
」
73丁オ
心はなき紫上といへと式部卿宮の北方のうけはしけ 日比の給ひしにされ こそと思はれんか妬きなと覚給ふほとの心のくまはあらんと也
281今はさりともとのみ我身を思ひあ
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かり
　
明石上朝顔斎院なとの
疑ひ有しかと終に事もなくて過にけれは今はさりともと御心
	
」
73丁ウ
おちゐたるにと也細流云紫上いまは本台に双ふ方なくみえしにかやうの事出来ぬるは是則盛者必衰の理あらは 侍
云
々
282ことのわつらひおほくいかめしき事はむかしよりこのみ給はぬ御心にて
をこりを退け給ふ心也人の教也
283なまはしたなくおほさるれとつれ
	
」
74丁オ
なくのみもてなして
これより以下の紫上の心はへ所々皆世の女の見習ふへく書たる物也よく〳〵心えてみるへし
284さはかりのほとに成ぬる人はいとかくはおはせぬ物をとめとまれとみぬやうにまきらはしてやま給ひぬ
かやうにをくれ給へる所を尋常
	
」
74丁ウ
の女は態其さかを見出し笑むやうにのみすへきをおとなしやかなる有さまかへりて光君の御心さし添へき也 る人心すへし
285さしならひめかれす見奉り給へる年比よりも台
（ママ）
の上の御有さまそ
猶有かたく
　
女三宮おはして紫
上に夜離
カレ
なと有て後弥光君
	
」
75丁オ
の御心さし添るさま也是にくけに妬み恨みたらんより猶まされる夫 心さし帚木巻にそれにつけても憐まさるへしおほくは我心もみる人からおまりもすへしといへる 叶へ 者にや
286御返も時々につけて聞えかはし給ふ
朧月夜の尚侍貞心なき有さ
	
」
75丁ウ
ま昔よりの本性改らさ はへを書てよにみくるしかるへきことのい しめに書なるへし朱雀院御遁世のゝちはかへ ていさきよくかやうの御返事なとも絶てこそあるへきに女の御有さまの猶にこれる所有しより男君もいひかゝつらひ給て終に逢
	
」
76丁オ
みえ給ひし事又よのいま めなるへしもとよりつしやかな 所はおはせさりし人といひえ心つよくも
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もてなし給はすなとかける筆誅の詞なるへし
287なこりおほくのこりぬらん御物語のとちめにはけに残りあらせまほしきわさ めるを
　
尚侍の御こゝ
	
」
76丁ウ
ろ猶光君にはなれぬを中納言見知たれは猶あはせまいらせたく思ふ心也君君たらねは臣々たらぬ有さま世人の心つけに書たるへし
288女君さはかりならん 心え給へれとおほめかしくもてなしておはす
前にも思ひあはせ給ふ事もあれと姫君の御ことのゝち
	
」
77丁オ
は何事もいと過ぬるかたの様
ヤウ
にはあらすすこし隔る心そひて見しらぬやう ておはすとありよのつねならはかやうのこと今更にあるましき事 も諫め申給ふへけれと女三宮いり給ひての後は隔てゝ見しらぬさまし給ふ也然とも猶光君心苦
	
」
77丁ウ
しくおほす事を次の詞 中〳〵うちふすへなとし給へらんよりも
とかけり此とき声なきもこゑあるにまされりといへるたくひ堪能の藝も賢女のふるまひもおもむきは同しかるへし心を付てみるへし
289かくにくけなくさへ聞えかはし給へはことなをりてめやすくなん有ける
	
」
78丁オ
紫上の心おさ〳〵しきゆへに万方めやすく有しと也又人の教なるへし
290いかめしき事はせちにいさめ申給へは
前にいかめしき事は昔よりこのみ給はぬ御心にてみなかへ い申給ふと有し首尾也此次にも世中の煩ひならんこと更 せさせ給ふましくなんといなひ申給ふ事度々
	
」
78丁ウ
になりぬれはと有
291其としの二月のその夜の夢に
こゝにて明石上を心高く思初し事の故を云也若紫すま明石等の巻に有しことなり物語の書さま奇
（ママ）
也
292おとゝの君のあなたにありと
明石上の心つかひ殊勝也又みせならはせんの心としるへし
	
」
79丁オ
293よこさまにいみしきめをみたゝよひし
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も此人ひとりのためにこそ有けれ
須磨明石の両巻より紫式部石山にて書初しといひつたふるも此事ひとつの一部の趣向のもとなりし故なるへし只今夜は十五夜也けりといふはかりにはあらしかし
294これは又具してたてまつるへき物侍り
	
」
79丁ウ
下巻の住吉まうてあるへき微意也
295さりやよくこそひけしにけれ
紫上の明石上をおとしめ なとる心露もなくかへりてはまはゆきまて数まへあへしらひ給ふに明石上それにつのる心なく身のほとを知てよろつ卑下し給ふ故紫上とも中よく源氏君 御 にもよく
	
」
80丁オ
かなひてさなをし所なくたれも物し給ふめれは心やすくなんとの給へは明石上さりやよくこそにけれと思ひつゝけらるゝ也紫上と明石上とのたか の心むけ誠にみならふへき ころなり
296おさ〳〵けさやかに物ふかくはみえす
女三宮の御かたの有さま也かやう
	
」
80丁ウ
の事のゆへに衛門督のあやまちもいてきたるさまなり
297女房なともおとな〳〵しきはすくなく
おとなしく物馴 は物ことによく気を付る故にあやまちすくなしわかやかにされはめ ふかきことなきゆへにつゝしむかたもをろそか也猫のつ みすをあけ
	
」
81丁オ
しを心つけさりし等のことあやまちあるへき所なれは人の心得のためのをしへなり
298かくことさまになり給へるはいと口おしくむねいたきこゝちすれは
衛門のかみかくあるましくおほけなきことを思ひ初て終に女三宮の御身をもいたつらになし奉り我
	
」
81丁ウ
もあらはにはかなくなれり万人の教にかけりよく〳〵心をとゝめて見侍るへし悪をみては湯をさくるかことくしてをそれ ゝしむへし私の心に任て我も悪を知すしもあらすなから ゐて非をとくる事あるへからす
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299おとゝの君もとよりほい有ておほし
	
」
82丁オ
をきてたるかたにおもむき給はゝとたゆみなくおもひありきけり
おさなきよりらうたく懇にしおはしける光君の御ためにかくうしろくらき心さしまことに身をほろほすへきたねなるへしかやうのすちなき事一念も思ふへか す
300みすのそはあらはに引あけられた
	
」
82丁ウ
るをとみにひきなをす人もなし
女三宮の女房達若きはおほくおとな〳〵しきはすくなかりしゆへ物ことに心をつくる事な 有様也又いましめにかくとみるへ
301うちきすかたにて立給へる人
女三宮 前に夕霧のいとわかくおほとき給へる一すちにておさ〳〵
	
」
83丁オ
けさやかに物ふかくはみえす 思へりし首尾なり貴女のいましめ也
302此人のかくのみ忘ぬ物にことゝひ物し給ふこそわつらはしく侍れ心くるしけなる有さまも見給へあまる心もや添侍らん
女三宮おも〳〵 く く深くおは
しまさはつかへ人の侍従もかやうにはえ申ましくかつ此おほけなき文の
	
」
83丁ウ
使をもえすましきにかろめ奉てまさなき使をもし やうにも申也且又侍従まことの忠節の物ならはたとひ女三宮は若々 おはすとをのれたふとみてかゝる使をもすましく侍るをおくふかゝらぬ若人にて物に心もつかぬ者なれは終にあちきなき媒してわりなき折
	
」
84丁オ
の文をも遠慮なくみせ申てしとねの下にさしはさみ給へるはかわさにしなし侍し高きも賤きも見給ひあさみてつゝしみ侍る し
(35)　
若菜巻下
303おほかたにてはおしくめてたしと思ひ聞ゆる院の御ためなまゆかむ心やそひにたらん
	
」
84丁ウ
平生には安全永久と思ひ奉る光君を女三宮に物申たき心あるよりとくほいとけて遁世をもし給へかしと思ふ悪心もそふと也若菜上におとゝの君もとよりほい有て
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おほしをきてたるかたにおもむき給はゝと思ひし事ある首尾也人の性は善なる物なから気質の偏
	
」
85丁オ
にひかれてかゝる悪念おこりやすし其悪念のゆくすゑは人をそこなひ国を乱し終に身をほろほし子孫をも絶し侍るへしされ 悪念心にきさゝんはしめにをそれは かりて必思ひきり あやまりては改るには かる事なかれと日日に思ひ出すへしもとより道に心
	
」
85丁ウ
さして敬の一字を胸につけて悪念あらしとおもはん のは天の道にかなひて仏神 加護 も うふり身を全く家久しくして誠のたのしみあるへくこそ
304われさへおもひつきぬるこゝちす
夕霧の朋友に信ある心はせ是亦学問のゆへなるへし
	
」
86丁オ
305これはさるわきまへ心もおさ〳〵侍らぬ物なれと
　
衛門督女三宮をなひけ
まいらせまほしき心ある 東宮の此猫の心のまたなつきかたきと仰
らるゝをもうたておもひて是はさやうの人をわく心も侍らぬ物といへるな へし人情をよくうつし出たる作り物語 さま奇妙にや
	
」
86丁ウ
306心の中にあなかちにおこかましくかつはおほゆ
　
おこかましと思ひなからもなを
えやまて春宮よりめすにもまいらせす取こめらるゝをろかなるを書て又い しめとするなるへしすへて我かおこかましと知なから心をあ むきてあらためさる故に終に身をほろほすにも至るへしお かましと思ひ知
	
」
87丁オ
はしめにあらため やまんを智 し
307いみしく事ともそきすてゝ世の煩ひあるましくとはふかせ給へと
自由なるへき御身 猶倹約なること光君の本性にて前にも其心あり人の教としるへし
308さるは尼君をはおな はしはのふはかりに人めかしくて
　
老者をはやす
	
」
87丁ウ
むし給ふ心はせを書て又教とする也
309こと〳〵しきさまならてわたり給ふへく
朱雀院の御賀あるへき微意也
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310いとかく具しぬる人はよに久しからぬ
紫上物のけにわつらひ給ふ事此末にありさやうの事かくへきためにかけることは也
311わかつみある心ちしてやみにしなく
	
」
88丁オ
さめに中宮をかく
かやうの御物かた のゆへにつきよりて故六条の御息所の霊気紫上をな ましまいらせ給ふと見せんためにかきし詞也
312しはしこそいとあるましき事にいひ　
返
（ママ）
しけれ物ふかゝらぬわか人は
大事とあるへきことは初めより
	
」
88丁ウ
取あへましき也小侍従心よはく取あへて終に心ゆ ひして女三宮の御ためあちきなき事しいて悪をみては湯をさくるかことくすへし非礼勿聴なといふ事忘るましき也
313ゆかのしもにいたきおろし奉るに
衛門督は めはかくおほけをしらせ奉らんはかりにと
	
」
89丁オ
文なとまいらせて只今も猶わか心にもいとけしか ぬことなれは
けちかく中〳〵思ひみたるゝ事もまさるへき事まては思ひもよらすいみしきちかことをさへせしかとかく近付 いらせては其つゝしみも忘れ後の自他のためをもかへりみすかくおほけなく成果
	
」
89丁ウ
たり是世のすこし心ある者の不善をなす事皆かくのことし初めつゝしむ心あるも其所に至りてはかくあちきな なるわさなれはかねて思ひきりて不善をつゝしめとの教なるへし
314さかしくおもひしつむる心もうせて
一たひつゝしみを忘るれは果々
	
」
90丁オ
はかやうにわか身もよにふるさまならす跡 えてなとまて思ふ心になりゆくは世の不義をなす男女のありさま皆かくのことくなれはよく〳〵慎むへしとの心也
315さてもいみしきあやまちしつる身かなよにあらん事こそまはゆく成ぬれとおそろしく空はつかしき
	
」
90丁ウ
悪事をなせる人みな此後悔あ
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るへしそれもやかてあやまちをあらためは今より後たに身安く心のとかなるへきにはしめも悪事と我も知なからつみををかしたる人なれは猶改めあへぬうちに度かさなりて終に身をほろほすに至る事必せりかねて思ふへ
	
」
91丁オ
きいましめにかける詞 るへし
316世中しつかならぬくるまのをとなとをよその事に聞て人やりならぬつれ〳〵にくらしかたくおほゆ
賀茂の祭とて都の物見にすることも心にあやまちあれは興なく冷しく覚ゆ是人のわさならすわか悪をせし故なれは人や
	
」
91丁ウ
りならすと書也よに悪をなしたる人の心のをにゝ一生世をををそれてよろつのたのしみなくなる事悪事を せしゆへの大損也恐るへくつゝしむへし
317中宮の御ことにてもいとうれしく
前に此みやす所の事を紫上に語り給へる所に中宮をかくとり
	
」
92丁オ
たてゝ人の恨みをもしらすこゝろよせ奉るをあの世にても見なをされなんとの給ひしゆへにいま霊のかく申すな へし
318中宮にも此よしをつたえ聞え給へ
此御息所生ての に人を妬み苦しめ給ひしむくひに悪道におちて修法読経 たふとかるへ
	
」
92丁ウ
きわさも身のくる きほのをとなると也誠に世の女の疾
（ママ）
妬悪念
絶さる人にいま むる詞なるへし
319よにかしこくおはする人もいとかく御心まとふ事にあたりてはえしつめ給ぬ
たとひ心のまとはん時もよく心をしつめて未練なるましきことゝいましめなるへし但こゝの心は紫
	
」
93丁オ
上を大切に思召さまをいふならし
320たちぬる月より物きこしめさていたくあをみそこなはれ給ふ
女三宮懐姙し給て悪疽の御気色也彼柏木の夢に獣を見しもしるきわさなるへし
　
男女の中の不
義は人しれぬ事と思へとかやうの
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隠しかたく罪さりかたき事有
	
」
93丁ウ
をそるへきいましめをかくなるへし
321かの人もかくわたり給へりときくにおほけなく心あやまりしていみしき事ともをかきつゝけてをこせ給へり
世の不義をなし悪事をなす人はしめはみつからも不義悪事といふ事を知て随分に隠し忍ふとすれとつのりて後は其憚をも
	
」
94丁オ
忘れて人めをもしゐてつゝみあへすのみ成行てかく光君のおはする時しもねたく心やましくさへ成てさま〳〵書 ゝけ 文をまいらせしをろかなるわさ あやまりしてといふなるへしさて顕れての千悔万悔何のかひあらん法にあらすはする事なかれと戒る心にや
	
」
94丁ウ
322さしはさみしをわすれにけり
かやうの大事を忘れ給はんとは侍従もしらし柏木もしり給は なを女三宮みつからもしり給ふまし然 も忘るゝといふ事人に在て顕れましきと思ふ事も不意に はるゝ
習ひある事を書て世人に不義不法をなしてあらはれましきと
	
」
95丁オ
思ふ事なかれみる事きくこといふ事うこく事にも法にあらすはすましきとはしめよりつゝしみをそるへしとのをしへにかくなるへし
323故院のうへもかく御心にはしろしめしてやしらすかほをつくらせ給ひけん
薄雲の御ことのむくひにてかやうの事あるにやと柏木巻に
	
」
95丁ウ
薫の生れ給ふ所に光君おほし知ける事あり世界の因果の道理をかきて悪事をいましめ侍る也
324いとあさましくいつのほとにさる事出来けん
　
よもあらはれしと思ふこ
との今更悔てかひなき有さまを書しるして兼て用心すへきいましめ すかやうの事を柏木の
	
」
96丁オ
身の上とみれはよその事のやうなれとも是は作り物語に 世間のありさまをかけ 物なれは面々身の上の事 思ひて外 事とは見るへからす
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325かの御心よはさもすこしかるく思ひなされ給ひけり
朧月夜も玉かつらにくらへてかろ
	
」
96丁ウ
かろしきを見おとし給ふ也女のかろ〳〵しきをいましめし詞なり
326おとゝ母北のかたおほしさはきて
柏木のまさなき心あや りに父母のうれへにさへなりて不孝のつみさへ浅からぬ有さま也論語に父母はたゝ其病のみをうれふといへり父母いますと
	
」
97丁オ
は友にゆるすに死をもてせすともあり身を心にまかせてあたなるわさに身をかへりみぬやうの事君子のせさる所也すこし心あらん士子心すへき所也
(36)　
柏木巻
327後の世のをこなひにほいふかくすゝみにしを親たちの御恨みを思ひて
	
」
97丁ウ
衛門督も父母の孝心にて発心をも思ひとまるまての遠慮は有けれと誠の心さしなく敬を忘ぬまてはあらぬあやまりに女三宮をしたふは
不義不忠不信なるとのつゝしみなかりしゆへ終に身をかろ〳〵しくあやなき恋路にたはれて身をわつらひ身をほろほして父母の不孝
	
」
98丁オ
に至る有さまをかきて皆人如此の事あるへし慎むへ との心なるへし
328われより外に誰かはつらき心つからもてそこなひつるにこそあめれと思ふにうらむへき人もなし
悪人の悪をなすも悪とはみつからもしれと人はしらしと思ひて心をあさむきて悪をなして し幸に
	
」
98丁ウ
まぬかれても安き空なく恐る心絶せすは何のまぬかれしかひ らんまして其悪あらは て身をいたつらになすらん時はいかにくや く侍へきされはかりにも悪をなすへからす悪をなして其とかをかうふり身をほろほすにいたり は人々みなこの柏木衛門のかみにこ な すとしら
	
」
99丁オ
せんためにかける詞なるへしこゝろつからもてそこ ふといふ事心をつくへし一念ひる して心つ ら
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善をなさは此恨みなく悔みなく一生必身安楽なるへきものを
329おとゝなとのおほしたるけしきそいみしきやきのふけふすこしよろしかりつるをなとかいとよはけにはみえ給ふ
	
」
99丁ウ
とさはき給ふ
親として子の病ひをうれふるはいかに堪かたく悲しかるへきに其うれへを親にかけなからひそかにやをらすへりいてゝ侍従とかたらひて病ひを重くして又かくさはかしまいらすること不孝のうへの不孝なるへ 他の
	
」
100丁オ
ふるまひにも此たくひの事有といへとわきてかやうのわりなき恋路に親にしらせす身をぬすみ出て我身もくるしめ親になけきをかくる事あるましき事也
330さてもあやしやわかよとゝもにおそろしと思ひし事のむくひなめり
藤壺の御事を光君思ひあた
	
」
100丁ウ
り給へるさま也細流にも此物語一切のむくひをかけりとあり
まことに因果の理まぬかれぬことなれは悪事をつゝしむへき也朧月夜尚侍は兄
（ママ）
嫂也その
むくひはすまの愁あり藤壺の御事は終に世にしられす其難もなかりしか 又かゝるむ
	
」
101丁オ
くひをかきて光君みつか おもひあたり給へるさまを書たるは不善不義のふるまひを 人にいましむる心としるへ
331久しうわつらひ給ふほとよりはことにいたうもそこなはれ給はさりけり
をもき病者に逢ての愛
（ママ）
拶
かくあるへき事なり行幸巻に
	
」
101丁ウ
大宮の御煩ひを光君おはしとふらひ給ふ詞にも此心つかひあり
332おやにもつかふまつりさしていまさらに御心ともをなやまし君につかふまつる事もなかはのほとに
今更にといふ詞心を付へし親の子をおふしたつる事むつきの内よりあけまきのほといくはくの
	
」
102丁オ
苦労にて成人のゝち彼おさなき
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ほとの御心つくしすこし休めぬへきゝさみとなりて又今更に病のうれへをかけさきたちて死なんさかさまの歎きをかくるとの心也柏木の身 つゝしまぬ心一つにて不孝不忠のつ ふかきことをかきて人 子人の臣としては
	
」
102丁ウ
身を全くすへきいましめをいふにや
333いまはのほとにもの給ひをくこと侍しかは
　
前に柏木の一条に物し給ふ
宮ことにふれてとふらひ給へなと夕霧に遺言せられし事也此心にてとふらひ給ふはまことの朋友の信なるへしたひかさなりて後女二宮の有さまゆかしく思ひ
	
」
103丁オ
なり給ひてまめ人の名をも終にはくたし給へり心あるへきことのをしへ
334かの一条の宮にもつねにとふらひ聞え給ふ
　
女の御あたりには
道に心ある人 さるへき故有ともさのみはちかつくましきことの心つかひのためにかくなるへ
	
」
103丁ウ
し人非木石皆有情不如不逢傾城色と白楽天の作りしいましめよく〳〵おもふへしかくたひ〳〵とふらひ給ひて其ありさまをみ給ふにつけて此宮こそは聞よりは心のおくみえ給へかたちそいとまほにはえ物し給ふましけれといと見くるしうかたはらいたき
	
」
104丁オ
ほとにたにあらす なともおもひより給ふ也心つかひあるへきこと也
	
」
104丁ウ
（遊紙
2丁）
〔附記〕
　
本稿を成すにあたり、貴重資料の閲覧・翻刻・複写
等にご高配を賜りました各所蔵機関、 『源氏物語微意』の閲覧・翻刻をお許しくださいました日本大学総合学術情報センター、ご所蔵の『為尹卿千首和歌題抄』について、ご教示および閲覧・複写の機会を賜りました佐々木孝浩先生 深謝申し上げ す。
（みやがわ・しんや
　
本学大学院博士後期課程）
